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葉　はじめに

　本稿はマックス・ウェーバーとロシアという驚題を、ロシアの知的、思想的

状溌の綴から考えてみようと試みるものである。もとよ軌夢マックス・ウェー

バーと繋シア喋というテーマ蕃成参立つとすれば．それぞれ綾縮を異にする二

つの問題翼がありうる。一つは夢ウェーバーにおける灘シアまという閤題轟で
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あり．もう一つは、逆に睡シアにおけるウェーバー」とも辱ぶべき問題舞で

ある。

　前者はウェーバー嚢身の懇懇の麗麗あるいは彼の世雰観金棒の準で、ロシア

はどのような位置をδめていたかという翼題であって、これはそれ窪体として

ウェーバー醗究の一つの課題となりうる問題であろう．と》・うのは、ウェーバ

ーは旗シアに壷々ならぬ麗心を掩いていたからである。今患い付く蓑塞に披の

ロシアヘの縫心には、どんなものがあったか、いくつか論点を挙げてみよう。

まず第一に、ウェーバーが欝紡年にロシアで革命が起こると澄ちに、縫の仕事

を騰において、ロシア語の学習を始めて、異常な熱意を持ってロシア語の建擬

縄付物と諸資料を綻ってつぶさに革命の過程を追踏して、浩瀚な二つの譲文lil

を発表したことは、当時のウーバーにとって資シアのこの政治的変革潜いかに

強いインパクトを与えるものであったかを勅語っている。この賞シア革命譲は

今我が蟹で全訳の鷺行炉始まったが、その内容を一見すれば、だれしもウェー

バーの裡野の広さと分析の深さに驚かされるであろう．おそらく講時代の分析・

としてこれに遊ぶものはないのではあるまいか．ウェーバーの葺シア譲の主た

るテーマは、ロシアにおける罫毒民的費主主義」の定着の再龍牲の問題であり、

高度資本主義の時代における縮劇と罫民主主義垂の運命という隅題であっ

たといえよう蕃、その中で取箸あげられている論点は、第一譲文では、革命の

焦点となった農業開題と薩長井溝体の問題、民族問題麟あ警、そして宗教と鱈

擁の問題、降シアのインチ夢ゲンツィアの特質の開題が論じられている。第二

論文では、暫定内閣の政策から、第一躍会の選挙法と選挙結果、さらに第一蟹

会における市民約諾立法ならびに農業法案の詳総な分新まで、一言で言えば、

官僚鰯とr外見的立憲主義茎国家の政治確度の開題が極めて詳総に分析されて

いる121．このようなウェーバーの多様で詳羅な分析、この韓シアに蝿する強い

関心はいったいどこから鐵てきたのであろうか。第二に、このウェーバーのロ

シア革命論はウェーバーの俸品受において、いわゆる匿翻造の新局籬豆マジア

ンネ〉を面す罫プ鶴テスタンティズムの倫理と資本主義の精神試以下ヂプ口細
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と酪称）の発表（i鱒逢一欝§5〉にすぐ続く修品だという事実である。しかも、

このロシア革命論をつぶさに読んでみると、その後のウェーバーの思想にとっ

て重要なカテゴ夢一やアイデアのいくつかがぼんや渉と姿をあらわしているこ

とに気づかされるであろう。後に棒系的に纒め上げられる罫量墨宗教の経済倫

理」に講かう、最初の葬獲歓盤纂の分析として、ウェーバーの獄シア論は位置

づけられるのかもしれない。その慧駿で、「プロ翻発表の薩後にロシア論斜書

かれたことは、たんに時朗的な纒然という以上の意瞭ぷあるようにも思える。

第三に、ウェーバーのロシアヘの麗心は、もとよ雛鱒5年革命だけにとどまら

ない。ウェーバーの晩年の思想的諾鵡とも害うべき「職業としての学闘評職業

としての政治肇のなかで、重要な意味付けを与えられたトルストイとドストエ

フスキーの懇懇は騰、ウェーバーの資シア思懸への強い襲心という文脈において

も縫え直すことができるかもしれ，ない。ウェーバー潜一度は罫トノレストイの論

理まについてモノグラフの執筆を企翻したことはよく知られている事実である

が構、欝猛一欝捻年頃には、ウェーバーは雛シアヘの隷行を畿醸したということ

も伝えられている鐡。さらに、第霞に、ウェーバーは辛封建的瓢ユンカー的ドイ

ツの政治鉢麟に最する厳しい概覇者霊デモクラットであると購時に、当初から

ドイツ蛋民覆家の権力的地位と縫1雰権力ま政策の雄進を説いたナショナ夢ス

トでもあった淋、被には一貫して瞬シアの脅蜘への難航の意識潜あった。

第一次童舞大戦における醤シアとの戦争、そしてウェーバー自身解ギ外見釣銭

主主義ま1§1と捉えた帝政の崩壊と臨時政府の樹立・そして訂下士官の独裁歪と萄兵

士壷鑿主義轡と特徴づけたボ夢シェヴィキ政権の樹立に至るロシアの一連の致

治的諸事件は、政論家としてのウェーバーにとって員の離せない過程であった

ことは疑いを入れない。そして最後に、ソヴェト麟度と桂会主義誹藤経済とに

嬉する原遜的な携甥的考察（講濃ぎ挫会主義薄欝欝年）も披のものであったこと

を付け換えておく必要潜あろう。

　今思い付くだけでも以上のような論点ぶ匿ウェーバーにおける質シア」とい

う開題蘇にはふくまれる．これちの講点はそれぞれウェーバー硬究の綴から詳
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しく分析される必要があることは震うまでもない。しかしな騨ら、本稿はこの

問題の解瞬を直接の課題とはしていない．本稿の課題は、次の第二の問題舞独

シアにおけるウェーバー3という開題にある。

　さて晦シアにおけるウェーバーまという問題は、ウェーバーの多綾にわた

る理論や思想が賞シアではこれまでどのように受け歪められ、理解されてきた

かという翼題であ参、また今弩の穆シアにおいてウェーバー藩究はどんな特徴

を示しているのかという鶴題である。いってみれば、ロシア愚懇斐の中でのウ

ェーバーという開題である。

　ウェーバー炉ロシアに強い麗心を持つきっかけになった今僅紀秘頭の革命以

来、第一次重葬大戦、帝政の崩壊とソヴェト権力の樹立、スター夢ン独裁体鰯

の確立と第二次僅鼻大戦、そして桂会主義の嶽壊とソ連無の解体をへて盤紀末

におけるロシアの再資本主義化と、2奪毯紀の獄シアは文字どお吟激動の歴史で

あったか、臓シアの懇懇もこの激動の歴史の申で激しい思想的ドラマを体験し

てきた。ペレストロイカによって公式イデオ資ギーの瞬縛から解敏されて獄来

今嚢まで、一方では警シア民族主義への醗帰、西欧近代諸懇懇の堰を饗つたか

のような流入、そしてポストモダーンの理講の流行まで、諸悪懇の穫鐵状浅形

見られる。以下に見るように、瑳在の質シアでウェーバー醗究解一定の発展を

示しているのも、もとよ滲、そうした状混の中の一つの現象に遺ぎない。しか

しな麟ら、今資の質シアは、経済的董ぴに政治的課題の面からいっても（再資

本主義化と政治的浸主化）．あるいは思想的状浅の点から見ても、ある意稼では

徴紀初頭のig倉5年革命期およびその庭後の状混に葬常によく桜た状涜にあるよ

うに見える。こうした事構の中では、ウェーバーの資シア革命論潜播き鐵す賞

シアのギ常費的民主主義まの開題点とその展望は、ほぼ一盛紀を経た今目ある

種のアクチャ夢ティをもっているかにさえ見える。ウェーバーのにシア論への

今§の醤§心もこんな湧に生まれてくるはずである。だが愛代舞シアにおけるウ

ェーバーへの離心渡殿シア論だけにあるのではない。ウェーバーの理論と懇懇

のどんな部分に葺シアの醗究者は特麟な§§心を寄せているか、ロシアにおける

　　　　　　　　　　　　　　　一玉58一



マックス・ウェーバーと鑓シア鱗（小島　定1

ウェーバー醗究の動海を紹介することは、本稿の課題の一つである。

　もう一つの開題は、いわゆる「マルクス監レーニン主義重思想の専一的支麓

のもとにあったとされる歓会主義時代にも、ウェーバー砺究麟まったくなかっ

たわけではない、という点である．i鱗年代に一定のウェーバー磯善導在し

た事実は意外と知られていない。本稿はこうした事実を伝えたいと考えている

が、ここには、夢マルクス鑑レーニン主義4の公式的イデオ質ギー解強化される

中で、当時のウェーバー醗究はどんな意殊を持っていたか、そして、それはそ

の後の灘シアのウェーバー醗究にどんな影響を与えたか、という問題鱒存在す

る。そこには2書年代の一時蟻に、狂シアではある種の難シア版ζマルクスとウ

ェーバー問題まとも言うべき醜劣の縁懸が見られるように思う。

　さらに帝政期には、腰iにいくつかのウェーバーの論文鱒翻譲されている炉（本

稿の2を参照〉、ウェーバーと岡時代のロシアの学者やインチ夢ゲンツィアとの閥

に直接の交流鱒あったこと麟、最近のウェーバー藩究の中で瞬らかにされてい

る。灘シア譲の執筆をめぐって直接間接にウェーバーに協力し、様々な猪報を

与えたのは2§僅紀籾頭にハイデルベルクに留学した学者と学生たちであった・

この人たち鰹、外国人であるウェー苓一には知滲得なかった濛々な賞シアの情

報を与えるなかで、稜の騰にも働弍しかのインパクトを与えたことは＋分に

想定しうる事柄であろう．また逆に、ウェーバーと講時代の質シアの学者、イ

ンチ夢ゲンツィア炉ウェーバーから直接闘接に思想的影響を受けた事実も存在

する．本稿では、帥ア磯賛畷近磯発破えな描・ウェーバーと交流

した学者たちのことも紹介してみたいと思う。

　以上のように、融シアにおけるウェーバー達という開題では、大まかに言っ

てペンストPイカ以降の理代のウェーバー麟究、欝2§年代のそれ、および帝政

幾におけるウェーバーと瞬時代人の交流という、ほぼ三つの時難解区警1される。

以下本文では、まずはじめにウェーバーの著作の翻談事績を擬観した上で、庭

シア蕃ウェーバーの懇懇に遭遇したそれぞれの時幾のウェーバー受容の特徴を、

さしあた穆時系爽にしたがって瀬次検討することにしたい。
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注
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1？｝マックス・ウェーバー唾納経勢と簿外政策ま（ま9麟、邦談『政治講集葺

　雛5一綴6ページ．

2　ウェーバーの著作のロシア語訳について

　本題に入る前に、藤シアでこれまでウェーバーがどのように讀まれてきたか、

まずはおおよそ見当をつけるために．これまで旨シアで公鷺されたウェーバー

の著作の翻談を調べることにしよう。ウェーバーの著俸の賞シア語談について
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は、多少の資料的徳値もあると思われるので．われわれの調査で今騒まで知り

得た隣りのものを、さしあたり鐵版年次顯に掲げておこう（翫

ウエーバーの著棒のロシア語訳

（i）帝政鰯
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　　鋤鍵盤難産∂ε寛。柳ε灘鷹K鍵臥重906．rロシアにおける毒費的昆主主義

　　の状態邊（i鱒6〉

（2）　ig2（｝年代

　⑤飴愛戯難餓甑猟臨鵬3．難醸織注狐猛脚麗．翫，ig盤嚇薦（ig22）

　⑥　翅醗。雪醗罵3磁餓8α　σ》拶π80εo飯躍。磯麗翻酬薇麗㌶o難纏縫εε総髭

　　欝㈱β紘擁領撚寳㊨灘a鑛e鐙も難護e藍躍癬：CTe脆鱗鋤駆癖eceO郷。㈱懸琶

　　瓶軽xe臨脳y雛曝：贈鷲陸風嚢盆瀦，騨e鍵融鯉藏鰯脚理ec麟毯灘媛

　　96ε夢灘総r　e脚欝孟難。異碑風脚㊥．民醜鞠鋸。歌，鍬，，欝23」一般縫会経済

　　史要論
　⑦擁2卵綴簾齪。郷発伽耀30擁郷，聯e30颪εC員鋤y斑舘。観戯曲潅夢e瓦聾

　　c囎e灘綴．瓦錘．昌騨y欝e鷺嬢鍵。，醜，欝25・薪古代農業事横雲

　⑧X囎藪脇麗韻3灘翻鄭撚螂欝磁C眠螺義解灘鑓撒護耀欝織

　　欝28，腿．25，c．ig－39．「重葬宗教の経済倫理・序譲墨

　　　　　　　　　　　　　　　一i6i一



行政歓会論集　第鷺巻　第3号

　⑨葺鑓騰欝。駿ce脇田耀x盆躍糠餐3繊細ε鷹㎎醗8，漣．26，c．重9・3重．

　　「プロテスタンティズムの諸教諏と資本主義の精神墨

　⑱肋麗。でa膿灘3鰍舗鯉x雌籔繊3難a．擁鷹撹餓，玉928，藻3§，c．轍72．

　　ギプ賞テスタティズムの倫理と資本主義の精神」第一蔀の抄訳

（3）第二次大戦後

　⑪雄。鷹ε灘縦εκ齪3灘総麗∂翼総躍騰伽羅β，聯．銃騰e遡齪錘、賦

　　潅麗麗鋒，砥豊，玉972，猛2－3，玉留3，照賛（欝，M．　匿プ質テスタンティズム

　　の倫理と資本主義の精神ま

　⑫賛ay総懲購3蹴鍵欝繍。眠聯．震．賛．F晦鰹。，8慮礁㊤δ碗

　　麓躍yεご鷹麗麗耀躍醗塑翻　83窪躍窟∂紛一ε劔醗露醒罐湿醐潴　xx8ε楓蔑，

　　婚79．ゼ職業としての学閥i

　⑬翫鷹∂ひ磁羅躍ひ鰐脚δ㈱2灘剛概賦／－2聯．M．號涯e溶翻。

　　翼舞灘。縄．鉱盤、き一3懸e鑑。，α離。霧ε瀬譲脚風鐸、醗．B鋼｛鷲，閣。疑，錘．，

　　欝総．新学翼方法論の醗究ま

　⑭抑㈱灘蕉β86鐸彦。　o轍β細巖卿鷹麗総藻δε㈱2海膨，聯、M、聾

　　撫灘輔，羅翅0鍵，擁．，玉985、駈叡論文聴：雰宗教の経済論運」の「中開

　　考察まとF序論雄、ζ経済と桂会垂のr宗教歓会学』（抄譲〉飽。

（護）ペレストロイカ以後

　⑮漉伽纏麗ε脚鷹εδε磯鶏臓ε嚢．醜猛舳繍，A．争．轍畳職騨驚．rL

　　r霞継e懸。，CG盤、06懲．舞風軽羅醐ec護．褻〉．ほ肋殿舎撚，聯e灘。乱民莚．F灘ε躍暮，

　　簸騨。，M．，董ggo．1欝

　⑱幽伽脚¢0砂β3θ融ε醗磁，聯．翫民舳盤磁，んB．撫x翻a睦C．

　　B．K鐙脚雛磯，α臨御瓦擁eoc筑免既睡e照，C戯護懸欝a瞬L℃簸椒髄唾，

　　臨照，鱗．，垂99畦．131

　⑳06y灘ya3麟叢ε灘鱗獺B賊。懸，聯．A、Φ．Φ膿瀬鱗C耀㈱観εc紀紹

　　羅麗∂06翻鵬董gg2，漣3，c．玉3麟34．ごく一翻の藻分譲．なおウエー

　　バーロシア論につ継ては、パジで発行されている臓シア語雑誌《（擁綴澱欝》
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マックス・ウェーバーとロシア鱗（小島　定〉

に、これ，以前の欝88，ig弱年に部分訳が発表されている。　K　c灘癬絶

師耀鐙輔養銀（聯鰍駐P醗。翻，聯e鼠KA，c窪纏催蝋1認8歩灘・22・c・

7嘆一99．資e鉾x｛）叢｝〉（》cc懸翼霞ceB叢｛照購。秘W轡製鍛翻難yコ騨e嚢．K　A・歩C麗理趣｛躍躍覇

王9鱒，藻．27，C．2§一5乳

　これまでわれわれ摂調べられた限滲でのウェーバーの著作の嘗シア語訳は以

上のとお吟である。この夢ストから、多少とも気鱒つく蒋轡点を述べて・以下

の論遠に麗わる限警で、若干の潅萩を換えておこう。

　まず第一に、欝28年を最後にi蟹2年まで、ウェーバーの膿シア語訳は一難も

鐙ていないこと解わかる。まさに鎗年代から6§年代までの難闘がロシアでは、

ウェーバー暴究のいわば空白期であったことを物語っている。第二に、帝政幾

について言えば14｝、注置すべきことは、i鱒5年革命論解発表されたとまさに講じ

年に、キエフでその翻談麟鐵版されていることである。④は灘シア革命論の第

一論文Z雛Lage　deτ臆瑠e毒血e捻De雛ok膿t重e塗R鵡墨鍛δ，擁纏露撰〆

飴2勉」欝露舘郷む観麗癬S砿魏夢扉ゴ養魚Bδ．22，薮e琵i，珍総（事ロシアにおける

毒疑的民主主義の栽態聾の翻談で、これはウェーバー察身による原澄の一部を

欠いているが、ほぼ全訳といってよいものである・翻訳者は・ウェーバー麟そ

のロシア論執筆に当たって、国内構勢や人名、Pシア語資料等について援動

を得た承グダン・キスチャコーフスキー　（勘ゼ雌きA燃。麟難撫C惚08C懸嚢，

董8§醗§201とその妻だといわれている1乳第三に・三9鎗年代に翻訳されたもので

は、都南論、経済史．古代農業事椿など、その内容からいって、西欧古代と中

盤史に聡わ参の深いもの摂多いこと麟§立つ1§1．・これは、ソヴェト時代の讐シ

アにおけるウェーバーの受容か、主として藪洋申量史醗究から始まったことを

示唆している。第霞に、畏い空濤擬を経て、⑪から⑭までの著俸解示している

ように、欝72年を皮翅嚇こ宗教歓会学驚連および科学方法論の主要な著作の翻

訳解再開されたことを知ること解できる．これらの著作の翻訳は、⑫を除けば、

いず為もレーヴィナ雛、砿漉翻a／の手になるもので、しかも懸く還（ソ連蔀
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科学アカデミー歓会科学学術構報醗究辮）から鐵蔽されていることに気がつく

はずである。ところで、一般に懸0縫の灘讃鐵版勃は、主として蟹内の専門

暴究者海けのもので、その趨蔽蔀数も葬常に少ないこと溝その特鐵である。し

たがって一部のかぎられた専湾家はウェーバーを読むことはあっても、多くの

人々はウェーバーの著作に慶に触れる機会は葬常に少なかったといわねばなら

ない。した潜って、ペシスト質イカ以後雄鱒年に鎧板された⑮の著作撚、一般

議i老梅けに霧行された鷲シアで最初のウェーバー著作集といえるものである。

ちなみに、本書の出瓶部数は27，㈱部であった。（⑯の場合は2i，㈱部）これに

は、上記の7§一瞬年代に行われた鮭擁．護e8懸aによる翻訳が較録されている。

なお、この著作集の序文を書いているだイデンコ縫懸a群．F麟架懸G／、践文を

寄せているダヴィードフ（聯麟猛長認磯麟、この二人潜今弩の賞シアのウェー

バー羅究の指導的人勤である。続恥て欝95年に刊行された二つ§の著作集⑯に

は．濫諾に見るようなウェーバーの著作潜鞍録されると同時に、付録として、

ウェーバーのことをよく知っていた哲学者、ヤスパースの有名なウェーバー追

悼講演と、アメ夢力のウェーバー懸究の先駆者の一人である歓会学者、ベンデ

ィクスの周知の論文の抄訳、それ，にロシアで2§年代に貴重なウエーバー砺究を

残した西洋中盤史家、アレクサンドル・ネウスィーヒン（A護e蹴a｝即臨。麟

麓eycも茎x癬，王898一婚6緋の二本のウェーバー論鱗渉叡められ、ているの解葎象的であ

る（注③を参照〉。

　こうしてわれわれは、本格的な翻談痒業解すでにペレストβイカ以前の鴨年

代の勧めには始まっていたこと、そしてこれが鱒年代に入って学総の自肉化と

ともに講行された二種の著作集の墓になっていること、その結集今馨繋シアの

公衆はようやくウェーバーの主要な著維に鮭れること解できるようになったこ

と、以上のこと溺確認できる。このウェーバー解禁はまた、ネウスィーヒンの

ウェーバー譲（これはすべて2§年代、亙確に言えばig28年纏似麟の著鐸である1

が灘シアで簸携のウェーバー著作集の一つに鞍録され，たことに見られるように、

久しく埋もれていたロシア在来のウェーバー暴究の掘渉起こしを梓うものであ
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つたが、瞬時に、それはまた、ちょうどig70年代半ぱころに始まる西欧のゼウェ

ーバー・ルネサンス塞の覇き、ならびにそれ以降勢いを増した西致のウェーバ

ー新醗究の大きなうね鱗こただちに甕薦することでもあった。したがって、西

麗の最新のウェーバー醗究の受容とロシア土養の「ウェーバー再発見郵この二

つの事極嚇講時に結びついていること、この点に今濤のPシアのウェーバー懸

究を特徴づけるもの渉あるのではないか。ウェーバーの著作の覆訳事鋳をみて

いると、そのよ独こと灘灘鳩のである・だが・こ練つ響は本細

後段で、現代ロシアにおける醗究動梅を見るときに詳しく検討することにしよう。

淫

韓　以下に掲げる夢ストは潭シアの麟書館の蔵書目録および各種の醗究書から調べ

　たもので、今霞実際に入手できなかったものも多い。したがって、それぞれの羅

　課が、どの版のものを底本としているか確かめられなかったものもある。

（21本書にはどんな譲文が薮録されて耽るか、参考のために紹介しておこう。

　　　序文ぺ・ぺ・ガイデンコ萄マックス・ウェーバーの縫合学」

　　　第一離綜教桂会学論集・序論

　　　　　　罫プロテスタンティズムの漁運と資本主義の精神雄

　　　　　　「プ冒テスタンティズムの諸教灘と資本主義の精神達

　　　　　　軒宗教誘現量拒沓の諸段賠と諸方鶴の理論（縫雰宗教の経済総連‘

　　　　　　率翼考察圭〉

　　　第二部羅：会科学および歓会政策的認識における蓼客観性叢

　　　　　　r文化科学の蒲理学の籏麟こおける騨納羅殆

　　　　　　罫理解歓会学における若干のカテゴト鰭こついて」

　　　　　　　羅会学および経済学にお謬るぎ魑纏趨戯の意殊ま

　　　　　　　職会学の基礎凝念ま

　　　第三藻ゼ職業としての政絵ま

　　　　　　　薪職業としての学閥漣

　　　賑文　ユ・エヌ・ダヴィードフ曙盤界像墨と合理性の諸類墾くマックス・ウ

　　　ェーバーの歓会学の遺産醗究における新しいアプP一チ擁

　　　濫毅（ア・ア・フイ夢ぷフ／

（31これに薮録されている論文は以下のものである。
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　　「宗教的愛盛振否の諸靉靆と諸方陶の遷1諭達（中鷺考察〉

　　縫雰宗教の経済総遅・序論

　　夢宗教桂会学」（宗教的ゲマインシャフトの諸類型）

　　嚇勅
　　嘘代文化没落の桂会的源懸注記③の再録1

　　『音楽の合運的、後会学的基礎墨（音楽縫会学〉

　　盤録として

　　カール・ヤスパース折マックス・ウェーバーの邊捧講演」（欝2巷・7・i7、ハイ

　　デルベルク〉

　　ラインハルト・ベンディクスダマックス・ウェーバーの桂会像毒鰯珪砂認

　　アレクサンドル・ネウスィーヒンゼマックス・ウェーバーの『経験桂会学蓋と

　　歴史学の論運蚕姫27〉、ヂマックス・ウェーバーの馨帯の社会学的礒究」（鴛23〉

暢　　軒数撰漸崖の二論文ぶPシアでウェーバーの最初の羅談ということになるが、

　残念なぶら、その鐵飯事精については、今鐡慧わからなかった。

｛麟　　琵．騒．B嚢α纏ε蝋G，盛総長｛灘懸B（》羅癬A護e叢。叢脚継K猟γ餓醸箆鷺絡嫌，C滋藤。濯ひ2潅讐。κ麗ε

　麗。‘麗δ08醗醗茎弱嘆，越達，c．i32．A．V駿。鍼薇，＆｝‘毎J　T霧礪｛擁オ魏了舘鳩≠R郷鼠

　丁鮭e　U鑛vαs建y酸C醸。3薯。，欝76，β．捻7．曝中真晴rウェーバーのロシア譲羅

　究序説建軍南経済学論葉書第露巻2号、臆鴛年、7ぺ一ジ。なお、ヴァシレン葺

　の論文は、ウクライナ科学アカデミー墨懸の《3醗欝纏00癖競む擁0一傑0櫛厩》鱒2σ

　8憩δ魏y》，1く鍵3，鱒23．からの翻訳であ穆、キスチャコーフスキーの伝記として定

　評のあるものである。

1§1　この時蟻の醗究者としては、A．民ネウスィーヒンをあげることができる。綾

　のウェーバー譲は、主にウェーバーの罫プロテスタンティズムの倫遜と資本主義

　の精神」、都市譲を素材としてそれな参にウェーバーに内役した醗究であって．破

　の方法論、とくに建念璽譲をマルクスの曜物史観の立場から、歴史疑究に生かす

　ことぶできると主張するものであった．なお．次注鱗および麟もあわせて参熱され

　たい。また、綴じく騰年代にプロテスタンティズム聞達の論文の抄訳ぶあらわれ

　た（⑧、⑨、⑳の文献〉．ig28年に《擬鰍丁》ぜ無神講者誰1に掲載されたこれらの

　繍訳は、当時の反宗教致策との馨連でなされ、たものと推灘されるぶ、どの程度の

　甕譲なのかは、今懸残念ながら入手できなかったために、確かめることができない。

｛欝A．　《旋yc撚翻，《3翻纏晒ε蟹齪co羅㈱照》擁灘a8e6e雛縫鰯麗総照糊聡。輔

　謎盆y綴，恥∂3躍膨8岸醗説鰍薦鵬玉927，鰻9翼巡2，c．玉茎34雀3，c．田一豊37．0蓑獲e，
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マックス・ウェーバーとロシア（i）（小島建／

c。灘㈱醐ε銀鱗。㈹鐡難燈醗灘＆細齢夢・螺，y繊・・観圭鵬羅8’§・c・

鵬、2灘ネウス仁ヒンのこの二本のウェーバ灘は、こ総號i鰯璃飛行さ

れた彼の選稿譲文集にも叡録された。瓦猛鞭ぎ鰹x撒　∫拳θ椀飯邸θ囎。鰐鋤総2ひ

御伽螺α，醒，醗，c．欝欝なお、撫こ麟う一本・ウエーバ藤織経

済史まの紹介とその冒シア語訳（本文⑥の文献1への書評がある。へ琵翫y磁x職

舳譲。蹴涯む。騨糊。軽。聡総懸ec纏禰躍x㈱£穣a誰灘躍醒窪卿館戯
∂撚むむ㍑，i鰯，T．i．c．逢25一鰯．ネウス仁ヒンのウェーバー蘇こついては・本

稿の5で詳しく紹介する。

麟　1§28年はぷク濃フスキ一挙灘によるぎブルジョア麗史学圭撹鵯ぶ大々的に麗始

　された年である。その最初の標的になったのが藁令前からのイギ夢ス串糧史の専

野縁ペトルシェフスキ一価糊撫繍㈹翼娘師躍露。鱗茎8鍛§勢であった・

彼は疑に革命羨からウェーバーの古代史、串量史に絶する諸論稿に親しんで》・た

耀われ騨、i鱗年にはウェーバーの嘘代農業車轍伽シア翻磯版に
　当たって薪序文塞をよせている（本文の文献⑦参窯〉。その彼オ遡g28年というちょ

　うどソヴェト隻の転換時点に崖蔽された著修、蓼中盤ヨーロッパ経済史機説薯

紛琴鐙κ厚箆33繍耀㈱露聯潅岬癬6εκ・8露助θ飆風・轟・畿8｝のなか

　でドプシュとウェーバーの歴史学方法論を高く評慰して．その継承を公書したこ

　とで、ぷク膿フスキーを頭欝とするマルクス主義歴隻学から激しいイデオβギー

　幾覇の的になったのである。臆28年3月3倉藏と4月6嚢にマルクス主義歴史家編

　会の後会学セクションで彼の著作をめぐる講議会が騎かれへ彼の著作はξ公然た

る反マルクス議の宣読だ蹴継れ、その場はさな粥ペトルシェフスキー

　葬難の大台曝の場となった。この討論会でペトルシェフスキーに理解を示した数

少ない搬家ぶ、コスミンスキーとネウス仁ヒン紛二人であった・融解・膿e

　瓦錘．葺師y灘総。欝欝，翅餓θ鐸κ凝β群雄¢醒；鐙28歩藻・亀。・79・鴛8・革命後に歴史

硬究の趨こ入ったネウス仁ヒンは購践時マルクス蟻の端に立っていた

　解、中量史醗究ではペトルシェフスキーの愛弟子の一人であって、彼の搬導の下

　でウェーバーを読んだことはおそらく縫違いないであろう。また、ネウスィーヒ

　ンとは違ってウェーバーから直接影響を受けたことは確認できないが、ここに登

場したコスミンスキづ、我が齢戦後磯較経澱僻心であっ献塚鱒の

　イギ夢ス経済史醗究に深い影響を与えた人勅であったことを想起すると・懇懇史

　的に見て、戦中戦後の醤本のウェーバー受容と2毒年代ソヴェト・ロシアのウェー

　バー醗究とは、まんざら無縁なものといえないのかもしれない。いずれにせよ、
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ソヴェト歴史学の著しいイデオ樫ギー化の先駆けとなったこの講論会で、ウェー

バーの方法論がひとつの焦点紅なったことはそれ濾体興味深い事実である。この

鯵28年を境として導シアにおける真麟なウェーバー磯究は完全に率擬することに

なる。

3　ウェーバーとロシアの瞬時代人

　帝政鱗灘シアでは、ウェーバーはどのようにうけとめられ，たか。ウェーバー

と瞬時代の資シアの知識人との交流の問題からはじめよう。ウェーバーの著作

が講時代のロシアの知識人たちに与えた影響という点から見ると、大きくいっ

て、二つの論点がある。その第一は、言うまでもなく、ウェーバーの欝総年革

命講をめぐる周題であり、第二にウェーバーの「プβテスタンティズムの倫理

と資本主義の精神孟論文の反響という問題である。塞ず第一の論点から見てみ

よう．

（i／ウェーバーの鷺シア革命論の反響

　ウェーバーの醤シア革命講甕体についての反響という点から震えば、第一論

文抜シアにおける畜疑的浸主主義の釈態について」解、蕎歓会科学および歓会

政策アノレヒーフ選縫箔漉露撰劉恥2毎」繍2㌶麗瞬露寵勘2毎ゆθ傭鵡Bδ、22，He糞．

1，i鱒6．》に掲載された直後に、この譲文について、ロシアの懇震主義的な

新籔ζルースキエ・ヴェードモスチ選の玉繋6年2需稔嚢付け、第42号に短い

紹介記事が掲載されている・さらに当時ペテルブルクで発行されていた歴史雑

誌ζブィロエ塞B獺醗の欝総年7月号には、B．B．のペンネームでこれも3ペ

ージほどの頬い書評がある．その内容を少し紹介しておこう。前者はウェーバ

ーの第一論文の結講部分の紹介を主要な内容とするものだが、この記事では、

この一年の篠シアの経験は、獄シア人の中で霞体麟撚帯びていた幻想や後光を

最終的に破砕してしまったという点をウェーバーから汲み取っている1玉1。後者は

ウェーバーの論文が、外国人であ滲ながら、資料として讐シアの鐵版勅にも依
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麺して、国内事構に詳しく立ち人参、しかもできる隈鯵客観的にアプ獄一チし

ょうとしている点を高く評無しながら、櫨方で、罫大疑の意志主脈を単純にテロ

婁ストと規定していることとか、あるいはゼプロレタ婆ア的・インチ婆ゲンツ

ィア」や縫会民主主義の運動の分梼が弱い点などを指摘している・とくにこの

書評は、ウェーバー解もっぱら懲霞主義濠の鞍シア人後勝者の情鞍をもとにし

てこの論文を書いたことや、またウェーバー嚢身の反縫会民主主義的な騒人的

な見解に災いされている点を搭擁して・縫会費主主義諸灘の姿を遜度に歪める

叙遠をしていること、またモスクワ鴛擁蜂起の役割にも誤った評懸をあたえて

いると撰1凝しているのが特徴である121。

　この書評子の立場は桂会費主主義灘寄撃であることが構えるが、講じ論調の

ものとして、やや献は下る糠ども、レーニンのウェーノく一評織筋れて

いる。欝賀年i月9韓にジュネーヴで闘催された労働者集会におけるシーニン

の講演（罫欝縣年の革命についての講演達〉がそれである。その中でレーニンは、

ウェーバーがモスクワ鴛月鉾趨を「一挫ま（罫プッチま〉とよび、r社会民主党の

レーニン派と鮭会革命党の一部の者が早くから馬鹿げた蜂起の準備をしてき

たまと遠べている一つの注1舗こ犠み付いて、ウェーバーの論文を臆病なブル

ジョアジーの教授風の知恵まだと非難している轡。

　しかしながら、ウェーバーのβシア革命論のロシアヘの反響といえば、侮と

いっても、先にも遠べたように第一論文の公刊とほぼ購時に鞍シア語談

漉灘耀纏ε躍露　醒鐸κo‘8060偬魏ε髄磁2σ　∂8齪ε瀦躍8ρθご‘灘　島　雌。滝σ鋸ε穂ε

ゆ耀3細δε嘱㈱㈱麗，K朧，醗6纏シアに翻る鰍運動の歴蜘概要

と市民的毘主主義の状態参が礎版されたという事実それ懲体であろう・これは・

広く縫えれば、ウェーバー韓シア論に録する滋シアの露出主義灘がしめした一

つの積極的な反藤と見ること溺できるように思われ、る。というのも、この翻談

に深く麗わ穆を持ったのは、ウクライナ韻身のロシアの法学者ボグダン・キス

チャコーフスキーであったが、彼はそもそも、当時ハイデルベルクにあって、

ロシアの諸事件や人物についてウェーバーのガイド役を務めた人鞠であ甑籔

　　　　　　　　　　　　　　　　一驚9一



行政後会論集　第憩巻　第3暑

自身解放構劉ならびに「立憲疑主麹（カデット〉のメンバーの一人であっ

たからである。しかしなぶら、この濤シア語訳に韓する雛シアの内部での反響

は、これまでの誘われわれはまったく見鐵し得ないも蓄都から離れたキエフで

鎚蔽されたという事情や鎧板部数解きわめて少なかった可能牲、あるいは当時

のキエフは爾首都と異な滲、とりわけ反動的雰囲気溺強い地域であったことか

らみて、この翻訳は発禁麺分を受けた百態姓も考えられる。しかし、翻訳本で

はなくても、ウェーバーの原論文が載ったぎ社会科学および社会政策アルヒー

フ誰（以下鼠アルヒーフ蒸と略記〉は当時の疑シアの自患主義的知識人には箆較

的雛染み深いものであって、実燦鞍シアの自趨主義的学者たちもしばしば寄稿

していた雑誌であったから、かな鞍の読者が賞シアにいたと考えられる。しか

し、これについても、上記の短い二つの書評以外に、と蓼わけ濤シア窟密主義

運動に視点を置いたあのウェーバーロシア論に、ほかならぬ当時のロシアの自

由主義諏の知識人から重藤きった直接的な反応清見られないというのは、いさ

さか不思議なことのようにも思える。

（2〉ボグダン・キスチャコフスキーとウェーバー

　われわれの今までの調査では、ウェーバーの讐シア革命論文そのものについ

ての泣シア醗海の直接的な反響という点では、今のべた以上のことは見鐵し得

ないとはいえ、そもそもウェーバーの賞シア論執筆をめぐっては、ロシアのイ

ンチ夢ゲンツィアとウェーバーとの問には、活発な交流解あったこと潜今摂で

は瞬らかになっている。今この綴藤に光を当ててみることにしよう。まずボグ

ダン・キスチャコフスキー（欺灘A灘£3畷鵬羅K鍵翻紹。麟．総684麗§．ドイ

ツでは顎eo4蟹K麟捻麺ws短と名乗っていた1について。

　さて、キスチャコーフスキーという大効は、高名なキエフ大学の趨法学考で

あったアレクサンドル・フ蚕一ドロヴィチ・キスチャコーフスキー（i833一鰺85〉

の息子で、学生時代からウクライナの幾族的霞治主義者のグループ郭フロマー

ダ3建碑擁継癖で活動し、特に早くから帝羅内でのウクライナの「漢族的文化自
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治」を主張していたM・騨・ドラホマーノフ（i8壇一路§5〉の懇懇から大きな

影響を受けていた人勃である。青年擬にマルクス主義の影響を受けたこともあ

るぶ、鰺95年にベル夢ンに患て、ジンメルのもとで、その後はシュトラースブ

ルクのヴィンデルバントのもとで、新カント灘の哲学を学び、鰺99年には「後

会と憑人まという論文で博士号を取って、これをドイツ語で鐵緩している151。

その後欝艇年からはハイデルベルクに居を購え、毎年のようにロシアとハイデ

ルベルクとの闘を行き来していたようである。ハイデルベルクでは、G・イェ

夢ネクのゼミナールに患籍して国法学を学んだ。このハイデルベルク時代に、

おそらくイェジネクを介してであろう煎ウェーバーと頻繁に合う機会を持つ

ことになったのである。また、最褥のドイツ留学中（鰺95一鰺99年1にピ饗一

一トル・ストルーヴェ（欝鴇一籌麟〉に鐡会い、瞬じ，く新カント諏の大きな影

響の下で、合法マルクス主義からイデア夢ズムヘの思懸的転換幾にあった・猛

A．ベルヂャーエフ、C残ブルだ一コフ、C．涯フランクらと交流し、またイェ

夢ネクのもとで質シア察露主義法学の新たな方講を霞捲していた騒猛ノヴゴ

ローツェフ（羅鵬幽麟㈱鰹践醐灘ε難，1総6一欝2虜　とも交流を深めていた戦

後らのあいだの交流は、さしあた吟ノヴゴローツェフの纒集のもとi鱒2年簸月

にモスクワで磯行された論集蓼イデア婆ズムの諸開題叢となって理れた。キス

チャコーフスキーはこの論集に瞬シア縫会学派と縫会・倫理的諸開題の解決

における可籠姓のカテゴ夢一」と題する論文を寄稿している1艦

　政治運動の灘藩でも、キスチャコーフスキーは、欝競年套にストルーヴェ嚇

シュトゥトガルトで（後にパ夢に移る）霧行しはじめ、ロシア白露主義運動の

政治機縫誌となった蓼オスヴォぷジヂェ一二ェ毒（蓼解放毒〉誌に参撫した（この

機襲誌名はストルーヴェかキスチャコーフスキーと二人で考え鐵したといわれ

る1暮1。なおキスチャコーフスキーはy騨灘（ウクライナ人〉のペンネームで、

ウクライナ分離主義に長薄し、共認の反専麟の麗争を呼びかける譲稿短シア

人の反繋滋とウクライナ人」を寄稿している。Oc806θ3面卵ε纏4玉9§5，漣77，c、

鶴7、47韓。そして、後らとともにi％3年スイスのシャフハウゼンで醗かれた窪鑛
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主義綾織「解放懸盤まの設立大会に鐵臆し、膿シア察霞主義の運動に入ってい

くことになる。欝経年にキスチャコーフスキーは、キエフに帰参、ベルヂャー

エフ、ブルガーコフらとギ解放瞬懸のキエフ・グループを形成し、いわゆる

ダバンケット運動喋を纏織したことも知られている1§1。言うまでもなくこの知

識人グループは、やがて鯵絡年革命後の》・わゆる磁標圭派の中核を形成する

人々であ穆、キスチャコーフスキーも、譲集『道標遭（欝§9〉に有名な論文「法

の擁護のために達を寄稿して、その中で農シアインチ夢ゲンツィアの思考に見

られる絵ニヒ夢ズム」を厳しく説鵯し、ロシア桂会に「法治醗家」の瑳念を

定着させることの必要性を強く主張した鱒。しかし、鞍のドラホマーノフヘの

繧倒、すなわちウクライナの文乾的霞治擁護の姿勢とロシア帝蟹の連都麟への

再編の懇懇は、ゼ道標垂の縫の有力メンパーカ治シア的理念に繧斜していく傾向

とは覇らかに一線を癒す藤審あり、このことはやがてストルーヴェが大嘗シア

主義的拡張主義の領海をはっき鯵と示すようになって、ロシア帝麟内でのウク

ライナの文化的馨立雛さえ否定するにいたると、キスチャコーフスキーは、鞍

にはげしく反発して、これまでの二人の友聾縫孫の最終的駈縫と、キスチャコ

ーフスキーの「道標まグループからの離鋭をもたらすことになる鱗。

　ところで、ウェーバー摂ロシア露蜜主義運動の民族綱領を験記するときに、葬

常に高い詳細を与えた、かのドラホマーノフの一瞬絃0⑳齪騰演治を単位とする

連都舗構想を逮べた　　著葬は鰭キスチャ澱一フスキー嚇ウェーバーに紹介し

たものであった。またキスチャコーフスキー窪身、i鱒5年にパリでストルーヴ

ェが始めた蓼ドラホマーノフ政治論集垂σ解放講盤」の鐵叛〉の刊行の事業を

蟹き継ぎ、その第2巻の編集を擢楽している。この著作集第2巻にキスチャコ

ーフスキーは、ドラホマーノフの生涯と致治懇懇とを紹介するそれ自体として

もきわめて興味深い長文の序文を書いている。そのなかで、「解放講盤まの憲法

草案（ウェーバーが賛シア論の饗頭で取り上げたのはこれであった）にも言及

して、これをかつてのドラホマーノフが著わした蠧毒主義的な連蔀灘の憲法草

案（鴛綴年）と鰐比して、前者の草案麟ポーランド問題をまったく園遷してい

　　　　　　　　　　　　　　　一i72一
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るばかりでなく．ロシア自毒主義の鍵って立つ基盤たるゼムストヴォの当絵権

限鉱夫の問題さえ一響無視している点を穐つとも驚くべきことだ」と指摘し

ている錨。（罫解放懸盤墨は自由主義インチ夢ゲンツィアとともに、ゼムストヴ

ォの趨霞主義的活動家によって構成されていた）これはまさしく．ウェーバー

撰第一論文の書き鐵しの瓶で特選な注意を促していた論点であ轡額以後の銀

遠においてロシア彎曲主義のジレンマの一つとして異族問題（今ひとつの大き

なジレンマは農業離農浸問題であった）を浮かび上がらせる・その伏線になる

という意殊で重要な譲点であった。（多くの葬ロシア系諸費族を支醗下に置くこ

とによって成立している管シア帝国においては、地方馨治の購題を論ずること

は甕ちに民族賜題毒こ薩慰することになるからである。地方自治聡題との不再分

な構造重びにそこから生ずる幾多の諸園難という資シアの民族霧題をめぐるこ

の事構絃、ソ速解体以後の今賛の「ロシア連蔀達でも基本的には変わらなセ・。）

ウェーバーは、諸党灘の民族綱領を験討する段では、代表的な自由主義者のな

かにもにじみ鐵ている大賢シア中心主義の繧病、謹びにまた霞浅主義藻、革命

諏を闘わずあらゆる葺シアの政治諸党諏のインチ夢ゲンツィアに多かれ少なか

れ共通する中央集権主義（蟹権主義的あるいはジャコバン主義的な形態の双方

を含む）を鋭く挟鯵鐵している（鯛えば、ストルーヴェやペシェホーノフ）。民

族開題解決における箪シア自由主義のジレンマをついたこの部分は、農業皿農

民縫題の部分と重んで、ウェーバー駆シア論の一つの白履をなす。そうした意

味を含めて考えると、夢解数懸盤達の草案では地方霞治鷺題解織避されているこ

と、その意映する藪は、ウェーバーにとって極めて重大な開題として受け産め

られていたといえよう。夢解放懸盤墨の主要メンバーの一人であって、ウクライ

ナ鐵身の霧治主義でもあったキスチャコーフスキーは、この点については当然

とくに敏感であった癬で、ウェーバーゆシア論執筆の過程で・この論点お

よ醐題の醗をキスチャコーフスキ捷の交流の勧・で深く学んだのではな

かろうか。そして、縫方キスチャコーフスキーの方は、ウェーバーの賞シア論

文炉鐵た後、ドラホマーノフ著作集の多序文」のなかで∫解放詞盤」の憲法草
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案に地方甕治擬題癬露避されている開題点についてウェーバーが指摘している

ことに言及したのである繊。この点も、ウェーバーとキスチャほ一フスキーと

の交漉の一鶴として付け換えておく必要があろう。

　キスチャコーフスキーがその飽の点で、またそれ以外のウェーバーの諺著作

からどんな影響を受けたかについては、残念な麟ら今は確かめること解できな

い。破の専懇からいって、ウェーバrよ滲もイェジネクから受けた影響の方ぶ

おおきかったことは確かであろう。霰は「解散潟盟」の新憲法草案」のフラン

ス語版を、ウェーバーとともにイェ夢ネクにも濃して、その書評を依頼してい

る。イェ夢ネクもまた、ウェーバーと嗣じく鷹シアの解放運動に大きな共感を

示しながらも、法学者としてr解厳罰盟まの憲法草案に鰐しては、理論的に見

てξオ夢ジナルで、蟹造的なものは何もない」と厳しい評優を与えていたこと

を、キスチャ識一フスキーはイェサネクに捧げた追悼文のなかで罎懇している

瞬。そしてとくに、憲法草案に盛られたr普通選挙権垂の問題についてイェ夢

ネクは、その焼定があま穆にも一般的で、ロシアの現状ではぜ急進的すぎるま

こと、それ瀞実施されるとすれば、f愚鈍と反動の支配となるだろうとのべた

という鶴。こうした憲法草案の案文そのものへの評儀という点では．ウェーバ

ーの評緬もそれほど大きく異なっているわけではない認．なお、キスチャコー

フスキーは、のちに挫会科学の方法ならびに法と国家の一般理譲に間する、7G奪

ページ余にものぼる膨大な論文集、ぎ歓会科学と法蓋（igi6〉を公鷺して、r法治

国家」の建念の基礎付けを行なった縫・この著作でi綴7年にウクライナのハ夢

コフ大学から博士号（破としては二番§の博士号となる）を贈られている．

　醗年のキスチャコーフスキーについて言えば、帝政崩壊後ウクライナに戻鯵、

籍設されたウクライナ国立大学の法律学の教授に、欝欝年には麟設されたばか

りのウクライナ科学アカデミーの会員に選懲され（推薦者は風凪ツガンーバラ

ノフスキー。アカデミーの総裁は8．猛ヴェルナツキー〉、ウクライナ最初の民

法草案の起草（i籔8年7肩）、ロシア・ウクライナ法律絹語辞典の編纂などに携

わったるそしてまた、ウクライナ自治論の思想史硬究にも着手したと伝えられ
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ている鵬。そして欝欝年12月にキエフがボ夢シェヴィキの権力の手に落ちたと

き、ヴェルナツキーらとともに潭ストフ、そしてクラスノダールに遷れ’、その

地で欝20年4肩に病死した．今鐸では、キスチャコーフスキーの名麟は、ペト

ラジツキー護、猛蘇e聯羅欝麟弩8縫遷9鍵／やノヴゴローツェフと壷んで、ロシア

の白襲主義法学の歴史の一角にしっか吟と位置づけられ・ている幡。

（3）フ養一ドル・ステプーンとウェーバー

　ウェーバーはまた、このキスチャコーフスキーを通じて・妾時覆シアからハ

イデルベルク大学に棄ていた若い留学生（キスチャコーフスキーよ蓼一堂代若

い青年たちであった〉と交流があった事実も今費では瞬らかになっている。当

時のハイデルベルク大学は、P・本一ニヒスハイムが捲締するように、ドイツ

でもっとも籍叢な大学で、母国で迫害された多くの人々を受け入れていた魁

数の上ではロシアから亡命した社会主義革命家や留学生がもっとも多かった。

数の上で優位であったばか移でなく、飼えば、人気の高かったイェジネクや

ヴィンデルバントのゼミでは、獄シアの留学生はもっとも熱心な学生たちであ

った、という麟。ロシアからの留学生たちは、当地にあった瞬シア語籔書室ま

食聡S重S趨e　Les綴a艶を一種の溜まり瘍として科策して、さかんに致治的議譲

を交わしていたという欝．懸名「ピロゴーフ纒書室」雛とも呼ばれるこのロシア

語麟書室には、ロシア国内で発行された合法的な定離刊管物の飽に、在外亡命

者の革命諸党諏麟発行した機製紙や非合法鐵版鞠も集められてお滲、ウェーバ

ーは握シア論の執筆に当たってここの資料を大いに利駕することができたので

ある．このことについては、ウェーバー察身漆書いているとお静である瞬。

　Pシアからの留学生の中でウェーバー潜とくに深い交流を持ったのは、ヴィ

ンデルバントやイェ夢ネクの辮で学ぶ台密主義的な思考を詩つ学生たちで、つ

ぎのような人勧解いる。讐シア革命論第一論文が揚載されたぎアルヒーフ違の

瞬じ号にゼ解敏懸盤墨のぎ憲法草案墨の書評を書いたジヴァゴ（（⊃e碑醜涯

壌擁晒，玉87倉・？／、ヴィンデルバントのもので哲学を学んでいたフ垂心ドル・ス
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テプーン縛銀鋤A．C鷲欝翼，1総4－ig65／、ニコライ・ブーブノフ！撫灘韻

雑蟹蠣a¢β羅融融偲，ドイツ語名猿k橿a童vO魏B縫擁O餐，露8奪一籌62〉、セルゲイ・

ゲッセン（Ce夢£唾麟◎艦齢鐡Fecごe難，ドイツ語名Seぎ墓沁s衰esse鍛i887－ig5懸と

いった癒・々である㈱。

　ところで、ハイデルベルク時代の鞍ら若い留学生たちは、ジッケルトやヴィ

ンデルバントの弟子であるドイツ人学生と誓学サークルを作り、綾らと語らっ

て、蟹豫的な文化哲学雑誌の餐行を企醸した。これ，が蓼ロゴス舞　〈Log総〉誌

であって、i9欝年に鷺行がはじまった。この雑誌の縮集方斜は、哲学と文化は

本来ダ趨ナショナルなまものであるという考え方に立って、儲屡民の椿互理解達

を進めることを霞標として、購蒔にしかし、ゼおのおのの醗畏文化の露有佐」を

承認することを義務とした鵬。こうした方鋭のもとで瞬名の雑誌を各墨でそれ

ぞれの瞬語で議すことを考えたのである．こうした若い哲学徒の企籔を支持し

応援したのは、ジッケルト、ジンメル、ヴィンデルバント、ウェーバーであっ

た。ウェーバーもドイツ藷版『韓ゴス麟こ、曖解桂会学の若干のカテゴサー頁講誌

第4巻、欝i3〉、「社会学および経済学の継i纏濾縷遷の愚昧長講誌第7巻、i雛8〉

を寄稿したことはよく知られているところであろう．雑誌発行の企懸に参撫し

た看たちの思想的領海はどんなものであったか。ダールマンによれ・ば、彼らは

新カント主義哲学を共有する摂、雑誌発行の前提になった5人の譲集『メシア

について。文化哲学エッセー遇（欝総）囎の内容からみると、綾らは罫生の意喋」の

追求や愛実盤葬の霰岸にある騒纏と遅念まへの儘榔を表わしてお移、ロマン主義

と神穰主義との強い影響を受けている、という．それゆえに、彫工ーバー的概念

で震えば、稜らはみなカント主義の哲学に取む癒んだにもかかわらず、という

よりもむしろそのゆえに心構倫選家であった。被らは、盤暴の救済を銚の髭で

はなく、『すべての認識可能なものの霰岸にある見えざる王醗に幾待した。人

聞を最高の文化的懸簸へと教育することが、彼らの思想の中心にあって、後らは

こうした懇懇を表萌し、露分たちのもっとも重要な任務だと考えていた」とい

うのが、ダールマンの評極である鱒。
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　ロシアからの留学生、ステプーンとゲッセンはその中心メンバーであった・

そして、破らは破らで、ロシア語版発行のために奔毒したのである鰍実際に

このロシア語版馳ゴス雌嬢㈱C》は、ステプーンとゲッセンがその編集部に

入って、象轡滋の鐵版被仏サゲート」（アンドレイ・ベールィと深い縫係にあ

った鐵版社〉からi§鎗年から欝欝年まで、はじめはモスクワ、その後はペテル

ブルクで発行された磯。ロシア語版ゼロゴス蓋は、新カント源の哲学の欝シア

ヘの普及を主たる羅的としたが、発行に当たっては・ベルヂャーエフ・ブルガ

ーコフ、エヴゲーニィ・トルベツコーイ、B・亀エルンらrソ雛ヴィヨーフ記

念モスクワ宗教哲学協会まに属する宗教哲学灘の鐵版歓rプーチ」に薄して、

激しい繋銃心を燃やしていた、といわれる。したがって、後者をギネオ・スラ

ヴ派垂として、これに薄して『狂ゴス凄をF新西歓諏達と辱ぶ評緬もある鵬。

しかし、実醗には雑誌の寄稿者の顔ぶれは多様であったし戦また騙集看たち

自身も、とくにステプーンなどは、次第に綾らと共通の見解を求める方向に変

飽していったといわれる騰。だが、雛シア思想史におけるトゴス墨の評極に

ついては、本稿では今後の課題とする飽ない。ウェーバーとの関連について一

書いっておけば、ウェーバーが一時執筆を購懇していた著作ζトルストイの総

理薄の講行の予告が、稜らの糞シア語版巽ゴス鮮9簸年第i号に、また匿マ

ルクス主義について選の畿版予告ぶ欝欝年から欝鴛雌鍵3年の号まで掲載されて

いたという事実が伝えられている鰍。

　ウェーバーとハイデルベルク時代の彼ら管シアの哲学青年との交流に聡達し

て、とくに捲摘しておかねばならない点は、破らを介して、ウェーバーがヴラ

ヂーミル・ソロヴィ雲一フ（皺紙鐡滞Cε鞍e総繕C㈱鍵B，欝534蟹）窃の思懸に

大きな聡心を喚起されたことである。ソPヴィヨーフは、よく知られているよ

うに、盤紀転換点の敵シアの宗教的ルネッサンス達に重要な契機を与えた宗

教哲学者であるが、眼シアはその歴史によって、キ辞スト教の本来の事業であ

る全人類の内薗的統一と救済の事業とを撞う喩遜的整命」を課せられていると

考え、その為には誹飽的な暫罠族的エゴイズム≦を捨てることを主張した大効
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である．それは具体的には、と吟わけポーランドとユダヤ人とへの擁罷政策を

止めよということでもあった麟、Pシアがそのような軒民躾の倫理的霞己犠牲」

を通じて神の普遍的事業に仕えるべきだとする懇懇はまた、棄西再教会の融解

と統一を誘く　険普遍教会まBεε灘。猛醗鍛鐸。驚の理念に表現されたのであった。

（ギ第三のローマ3の遷念のソロヴィヨーフ的解験〉麟ウェーバーは第一論文で、

綾が身近に知るロシアの若い知識人たち、おそらくステプーンらのことであろ

うぶ、被らの盤界観に大きな影響を与えている人物としてソ隷ヴィヨーフに書及

し、キ夢スト教道徳と政治との一致を談く綾の思想を瞬倫選主義雷3醗董硫a至重s搬聡

と特徴づけ、また膚に達べた思想を具体的に展離した稜の著書ゼ賞シアにおける蔑

族問題3〈撫雌鰍麟雛磁βo聯。登P㏄c躍×i総3489聾についても、ボ民族友好と諸宗

教融解の運念を掲げた蛋ものとして漉難している鵬。さらに、ウェーバーは、

欝欝年のドイツ縫会学会でトレルチ軽告rストア的キ夢スト教的自然法圭に鰐

して発饗したとき、東方キ聾スト教と窪シアの宗教意識の特質の問題に触れて、

質シア五教に罫特殊古代的な神穰主義まとF無宇宙論的な蒋質まとがあること

を捲撫して、rソ雛ヴィ欝一フの特殊な教会墨観念にも淫欝している繍。このよう

に、ウェーバーは、西歓キジスト教とは異質なロシアの宗教意識の特質につい

ての深い霧§心から、また閥時にロシアヂ）窪湊主義者による獄シアの民族開題の

縫え方に薄する強い政治的鷺心から、ソロヴィヨーフの罫雛シアにおける民族

開題」には特溺に馨を注いでいたように思われる。そうした事嬉があったからこ

そ、ステプーンとジヴァゴが当鋳ハイデルベルクで翻談に落手していたこの著作の

ドイツ語訳の鐵版を、被の親しい出版人であるジーペックに熱心に働きかけた

のであろう㈱。この金聾藝は残念ながら馨の鐸を見なかったが、ステプーンは、

その後ヴィンデルバントのもとでソPヴィヨーフについて学位論文を提出し、

この譲文は欝欝年にZ観S醜瞬薙ダP短醜砂勧農瑠r醗梅SO帥露漉8飾蔑毒に

発表された鱒。

　ところで、ウェーバーがソロヴィヨーフに寄せた特購な閣心の問題に弱達し

て、ウェーバーがこの緯憩年のステプーンのソロヴィ糞一フ譲文を讀んだこと
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藩、そして、またそれを通じて雛シアの文化史と思懸史とに通鏡するようにな

ったことが、ウェーバー自身の宗教歓会学藩究の発展において一マ夢アンネ

の害う一睡要な発見ま韓に大きな役割を果たしたのではないかとの仮説を提

起したの騨、フーベルト・トライベルの最近の譲文である鱗当時のハイデル

ベルクにおけるロシア人留学生とウェーバーとの交流を詳総に調べたトライベ

ノレは、主としてヴァ墾ツキイのスラヴ主義の癖究㈱によ吟ながら、その後のウ

ェーバーが西歓合遅主義盤雰を特徴づけるに当たって採駕したメルクマール煎

スラヴ主義の見解に特徴的な西歓観の諸縁姓（言うまでもなく、それはスラヴ

主義の場合瞬シアまにたいする否定的な反躰型として携かれた斜と基本的

に暇一のものまであったとしたうえで、ウェーバーはステプーンの学位論文

を読むことによって、ギ宗教と経済との根絶幾孫まというかっての問題設定」（蓼プ

質テスタンティズムの鶴理と資本主義の精神遇における見地〉から一歩進んで、

もっと包抵的な匿金張欧文購の特性」の解競へと（鵡的に言えば「量饗宗教の

経済倫理」の観点〉、『問題設定の拡大3（マサアンネ〉に晦かうことになったの

ではないか、と推離している麟。そして、その有力な傍証として・トライベル

は、マ夢アンネの記遠にしたがって、こうしたウェーバーの薪総題設定の拡大」

が、時期的にもちょうどステプーンのソ駆ヴィ醤一フ論文が発表された時幾と

一致する鰺09年から鶏欝年の頃であったことを捲摘している鰍

　トライベル論文の継部の点の当否は捲くとしても、ウェーバーがソ膿ヴィヨ

ーフに強い関心を示したことは事実であったし、またソロヴィヨーフは偏狭な

ナショナ夢ズムを撰して、あるいは汎スラヴ主義とは一線を醸しているとはい

え、しかし彼の懇懇にも暗黙のうちに前提されているロシア思想のゼ灘欧と鞍

シア匪という問題の立て方を、ウェーバーが葺シア論執筆の遍程で知悉したこ

とは確かなことであろう。ウェーバーは、r管シア疑族の政治的笈命を優れて倫

遜的一宗教的なものと考える」ソロヴィヨーフの賊論理主義墨煎夢悪に航す

るなかれまの誡めを説く「トルストイ主義まとともに、糎シアインチ夢ゲンツ

ィアの政治行動に曙結果倫瑳韮を絶繋に姫否する態度達（すなわちギ心構論理の
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を生んでいることを指摘すると瞬時に、この精神がいまなお雑シア民衆全体

の魂を深く擬えている」こと、すなわちロシアの家教意識に深く根差すもので

あることにも留意を凝している嚇．こうしたウェーバーのソ滋ヴィ彗一フ思想

の位置付けかたから見ると、ソロヴィヨーフの思想に触れたことが郵プロテス

タンティズムの倫理と資本主義の精神まを書いたあとのウェーバーに．ロシア

宗教意識の特質の解瞬を通じて　　マジアンネにしたぶって震うならば

「全藪歓文化の特性≦の掘握へという「問題設定の拡大押に一つの嘱激要働

（あくまでその一つということであるが）を与えたのではないかということは．

やは蓼想定されてしかるべき事構ではあるまいか。その意陳では、ソ臓ヴィヨ

ーフに善鬱して、ロシア思想のウェーバーへの影響という譲点を浮かびあ嚇ら

せたトライベル論文の極値は失われることはないと思われる。しかも、ソ臓ヴ

ィ葺一フは、i鱒5年の鞍シア嚢虫主義のなかから鑛てくるヂ道標達灘の懇懇形

成に大きな影響を与えた人物であ吟、また、ウェーバーがPシア論の中でも一

一やがて論集『道標毒に結思する一賞シアの「ネオ・イデア夢ズムまにも強

い関心を示していたこと㈱をあわせ考えるならば、これは興殊深い譲点といわ

なくてはならない．とはいえ、ウェーバーがソ獄ヴィヨーフの思想に欝入れし

ていたという意陳ではない。これは震うまでもないことである。

（4〉ロシア在住の学者とウェーバー

　ハイデルベルクでの若い哲学青年たちとの交流の纏に、ウェーバーは当縛慶

にロシア蟹内で名を成していた学者たちとも、主として手紙の交換を通じて一

定の交流かあったことが知られている鱒。その多くはF解放属盟主のなかの学

徳メンバー麟であむ、カデット系の露虫主義者たちであった．慶にその著作が

ドイツ語で発表されており、ウェーバーも黎シア講で頻繁に資料として科矯し

た学者たち、軽えぱ、シベ夢アにおける植畏と耕地美嚢棒の専絹家であ管、カ

デット農業綱領の作成者の一人であったアレクサンドル・カウフマン鹸e鯉繍即

A鐸鰍灘絶y鱗麟鰺6遍警轡㌍シアの農民共疑体に臠する著作曙耕地共瞬体重、
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ig愈2年、シュトラースブルク〉を公飛していた統計学者のアレクサンドル・ア

レクサンドロヴィチ・チュプ糧一フA護蟹ea岡A麗㍑a購脇欝璽y脚／鰺74一欝26／

だけではない麟．その飽に、ツガンーバラノーフスキー羅継a期臨鐙鎚廼τ欝a錘

融舞聯。翻灘86欝欝9／、農村懸橋や農漢土地銀行の専陽家で、ig総年7月に黒

吾人維のテ韓に義れたカデットの有力な理論家ミハイル・ゲルツェンシュタイ

ンM擁xa難敷麟e翻Fe雛¢懸e融（玉85弱勢6／、協講総合の專鍔家で西欧でもよ

く知られたトトミャンツβ盆羅動燃鞭轍騰（観5一董鰻／といった人々（か

れらは、ウェーバーの紹介を通じてであろうが、ウェーバー鱒共懸編集者とな

っているゼアルヒーフ盤に論文を発表している。ただしゲルツェンシュタイン

はi鱒6年7月に右翼に暗殺されたために寄稿していない。）、さらにはペテルブ

ルク大学の癒欧中盤史の教授であ敷後にウェーバーの軒一般経済史まのロシ

ア語訳に序文を書いたイヴァン・グレーフス幽癬撫xa顯鍵鍛P麗麗（鰺鎗垂9毅／

（前章ウェーバーの翻訳夢スト⑥参購、統計学者のヴラヂーミル・スヴャト質

フスキー翫継鰍郷皺紙撫醐購C離離£鐙鍬董86鱗競7／とも手紙の交換かあっ

たことが、キスチャコーフスキー毒蔓g総年5肩6鷺付でウェーバーに送った手

紙から、推灘される籔。さらにまた、経済学者にして夢道標釜滋の有力メンバ

ーであ滲、われわれもすぐ後に言及するように、ウェーバーの評プ腿テスタン

ティズムの倫運と資本主義の精神重譲文をいち箪く紹介した、セルゲイ・ブル

ガーコフCe鞍麟軽縦樋3e礫讐5y鯉濃藍脇（重87i4蟹尋とも手紙による交流があった

ことか推灘されている麟、

　ウェーバー溝、羅シアの著名な学者との交流に求めたものは、さしあた瞬質

シア譲執筆のために鷹シアの専門家のカを借鞍ようとしたことに始まるといっ

てよいであろうが、しかし、破らとの交流縁、それだけが霞的であったわけで

はな》・であろう．ウェーバーは、ロシアとドイツ、このヨーロッパ大陸の東に

穀縛する講蟹の文化の樵違と政給的緊張が、飽のどの国にもまして厳しいもの

であること、したぶってこの繋立はなまなかなことでは解けないということも、

よく承知していた。その事を前提としたうえで害うのである漆生・ウェーバー蔭
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ロシア留学生との交流のなかで示したζロゴスオ誌発行への鶴力と支援、さら

に、樫シアの学者の譲文を積極的に露分潜共羅編集者の一人であったぎアルヒ

ーフ雲へ寄稿させる為に尽力したこと、あるいは偏狭なナショナジズムを厳し

く撹物したソ舜ヴィヨーフの「ロシアにおける民族鶴題まに強い騒§心を示し、

そのドイツ語訳の慮版のためにカを尽くしたことなどの事鋳から見ると、ウェ

ーバーは、少なくとも、本来普遜的であるべき学問のレベルにおける緊密な交

流によって、この麗シアとドイツとの閥に横たわる宿年の鰐立の緩秘を幾待し

たのではないか。溝大鹿の共存を撞保する重要な役割を、ロシアの学者との学

問的交流の中に求めていたのではないだろうか。そんなことが想像されるので

ある。とくにウェーバーという人は、学翼の普遍性について厳しい態度を貫い

た人であ吟、や越てバルカン準島を巡って強まる雨覆闘の政治的緊張とそれに

伴っていや増しに高まるナショナジズムの申で、ウェーバー担、学闘雀雰にさ

え浸潤するドイツの擁纏的で葬合理なナシ叢ナルな零露気に航して、痔・つか私

の病気麟園復して、演習をもつこと炉できるようになったら、私はただロシア

人とポーランド人とユダヤ人のみを引き受ける。ドイツ人は引き受けない捷言

い放った、というホーニヒスハイムの伝えるエピソード醗は、その傍証といえ

るので華まないか、

　だ漢、ウェーバーは、学腿や文化の傾壊で穏互理解を求めていたとしても、

あるいは、舗えば、いくらトルストイを高く評慰していたとしても、こと匿政

治まの領域においては、彼は決していわゆる陣稲主義者（パシフィストカで

はなかった。第一次バルカン戦争の薩後の、鯵鴛年鴛鴦2銀に、先に鮭れたダピ

ロゴーフ緩書室まの灘立50周年記念の式典がハイデルベルクで絹かれ、ウェー

バーもその庸に招かれたこと漢あった繍。彼は、グスタフ・ラートブルフと弟

のアルフレド・ウェーバーとともに演壇に立ち、　　i鱒8年に起こったロシア

留学生とドイツ人大学生との紛争を鱗に挙げて一と蓼わけ国費レヴェルでの

相互理解を深め、爾馨の薪平隷的で友好的な共存」の道をさぐることを訴えな

溝ら、縫方ではPシア人の縫のドイツに対する罫一面牲」的な態度にも厳しい
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姿勢で臨み、一これまたホーニヒスハイムの伝える承に経れぱ、一瞬家関

の緊張が爆発するまでに至り、實シアがセルビアの蘇方をすることを義務と

感じるなら、そのときは私たちは再び戦場で会おう」と違べたという繍。不幸

にも、i蟹2年i2月のウェーバーのこの髪発言茎は、第一次髭雰大戦の勃発とと

もに的中することにな吟、ウェーバーと獄シアの学者との交流は蔑難の聾的を

果たすことなく中懸を余儀なくされることになる。

紛ウェーバー瞬ルースキエヴェー陛スチ嶽一触離郷鵬9年

　　3灘7〆3銀〉

ところで、ウェーバー脚シアの解縫轍糺た繁縷離謙・シアの

学闘的インチ聾ゲンツィアに示した友聾の姿勢と、魑方でのウェーバー轟身の

終生の鱗鹸点であるドイツのナ油ナノレゾンタレス槌求の観点からする

聾シア観、その交錯と絡ま吟合いこそウェーバーの㌍シア論のみならず稜の思

想的根幹をなすものと患われるのである魁しかし、このウェーバーの濃シア

観は、その当事者であった覆シアの嚢虫主義派の人々にも、わか瞬こくいとこ

ろがあっただけでなく、一ウェーバーの鰻からすれば一ときには誤解して

受け取られかねないもの墾あった。（ひょっとしたら、こうした事情がウェーバ

ー嘗シア論に繁しても、褻密主義源の冒立った反応を生まなかった理由の一つ

かもし櫨の繰に観され、懸罵薙簾諏繋れているウーノ腿
の欝総年3月葺（3§矯付けの置ルースキエ・ヴェードモスチ葺騙集部宛ての公

鵬簿ドイツと融・シア1瓢鴫をめぐる事鰯・そ漉示す調であ
ろう。この鷺題の発端は、露盤年鎗鍔に趨こったデー妻一・テレグラフ事件を

きっかけにして発生した、いわゆるドイツの新憲法痘機淫にある。この事件に

難して畔朗3鰯こハイデルベルク掴賄麟礁会灘繍・そこでイ

ェ蛉クが麟締購法達瀕する講義を慾旋薫欝棄久しく磯の集
会に参撫しなかったウェーバーも鐵篤してその場で発言した醗。この時のウェ

ーバーの発言の一部が、幕シアの白露主義的新聞盲ルースキエ・ヴェードモス
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チ董のある記事（i鱒9年3月3貸付、第欝弩〉で紹介された．この記事の趣旨

は、ドイツ当緯によるロシア留学生に薄する捜査と逮捕ぶ行われたことを報じ

て、この背後には、Pシアの解敏運動を取静締まるドイツの官憲と獄シアの警

察との結託があることを捲摘したものであった。そのなかで、講国警察の瞬

盟蓬をもたらした動機が、ドイツの鍵論のなかにあるβシアの罫革新まに薄す

る夢脅威と不安3であるとして、これをいわば裏付けるものとして、ギ高名な学

者であるまウェーバーの次のようなヂ発議を弓漏したのである。「Pシアで真

の憲法ぶ確立していないこと、そして、ロシアの葦新のときを告げる鐘の音が

鳴らされていないことは、ドイツにとっては大きな幸運である．ロシアが革新

されることにでもなれば、ロシアは道義的な雰翼気と熱気を基盤にして、大陸

のどんな勢力も及ばぬ新しいカとエネルギーとを獲得することになるであろ

う」繍。この薪発露まは、その文賑からすれば、ウェーバーがドイツの越外政策

の観点からロシアの弱体化を望み、ロシアの解放運動の勝利に期待していない

かのように受け簸られる恐れは充分にあった。これを察した購紙の通権貴炉薩

ちに、このウェーバーのギ発議は、ロシアの密密主義者の問に波紋を曄び起

こし、また駆シアの反動勢力掛ウェーバーを篇稽して露霞主義の威信を傷つけ

る可籠難解あることを懸念して、ウェーバーにその発霞の真意をあらためて表

霧するよう求めたのである締。これに答えて、ウェーバー一は直ちに筆を執って

『ノレースキエ・ヴェードモスチ蚕に寄稿したのが、i蟹港年3鍔i7（3⑦馨緑礬の

公雛書簡夢ドイツと窪曲費シアについて」である。

　この書簡の中で、ウェーバーはあらためて馨分解βシアの解放運動の擁にあ

ることを衰窮したが、そこでの発言はウェーバーのロシアに嬉する基本姿勢と

破の観点とを葬常に簡瞬に示したものとして興駿深い。ウェーバーは次のよう

に遠べている。露分は、たしかにダ諸羅疑の政治的疑主化が諸費族の敵対騰係

を緩秘する確実な手段である∫というような、素朴な見解には緩していない。

罫死飛の執行が馨常的に行われていることによってのみ支えられているような

愛在の機構（マシーン／j、それは郵まさしくそれが憶い体劃であるぶゆえにま
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ドイツの反動的支醗着たちに歓逓されているのだ。そして、さらに罫我潜国潜

東部馨境に抱えている獲難な課題が存在する鰻甑この機購が存続した方が、

単一で強力な賞シア国費羅家の数癖が鐵現した場合に箆べると、ドイツにとっ

ては、はるかに政治的に有利なことは震うまでもありませんまとも遠べる・

夢しかしま一と、ここで、みずからドイツの内政喪主抱と議会主義化の主張

者でもあったウェーバーは、目先の、狭量な敢治的利益の観点から離れて、すぐ

にそれに続けて次のように達べる一律イツにつ恥ては民主主義の蓮想を擁護す

る溺、麟時に政治的な痩宜から、隣馨の一億の農民に蝿しては、綾らに苦難を

押し餓液まま駐蟻を犠牲にするよう要求する劫なことはわたしは恥

ずべきことだと考えます。わたしは、底炉割れた友舞の舞約束と不快な誹謗牢

毅を働・分ける諦ア販螺鋤・の財ツ騰繊欝砿鯵も駐灘の
むしろ腹蔵のない、蕉甕な敵対1心饗礁鱗鶏照：％の方を蘇みますまと。ζその上さ

らに」一とウェーバーは繰幡一rわたしは将来必ず・シアの革新硬

き毒嫉秘鰯紡と、悪いますし、またこの革新のときができる励早倒

来することか、そして現在雨露民を離反させている諸経題を・爾国費の甕接的

な権互交流によって（vo糞Vo敷臓Vo翫1・できる罎穆早急に解決しうる藩籬

性が現れることぶ、結集としてドイツにとっても科益となる、と考えます。蓬瞬

ここから読み取れることは、ウェーバーにとって、賛シアとドイツとの緊密な

交流は、決して素蒼な、そして量ったるい平瀦主義的な意國から轟たものでは

ないこと、当面綾の難縛することは、むしろ講撰文髭の槽違壷びに政治的羅家

的利益の違いをはっきりさせた上での、しかも賞シアおよび一と、われわれ

は付け換えねばならないが一ドイツ、その爾馨の内政民主化の上に築かれる

概破化の韓掛忙とで甥、嚴の威穀鰭とを樋鱒重する難
聴係の穰築ということであろう。ウェーバーは、βシアの現献から見て、βシ

アの震由主義的インチ夢ゲンツィアは、まずもってしばらくは白露の内数民主

化の議題に専、むせざるを得ないし、麟鋳にまた、披らがそうした内政の課題に

活動を畷寇することが、講霞の将来のためにも必要だと考えていた。しかし、

　　　　　　　　　　　　　　　　一望85一



行政歓会譲葉　第欝巻　第3号

事態はウェーバーの籍待を大きくはみ饑し、ウェーバーの鰻からす蕊ぱ、βシ

ア毒虫主義は察聲の課題を蟹内で果たしきらないうちに、ストルィピン専麟政

府の難外政策のお先棒を握ぎ、大駆シア主義的繋外拡張主義の夢を追求し始め

ることになった纒。こうして、戦争の勃発とともにウェーバーと冒シアのイン

チ肇ゲンツィアとの交流も完全に途絶えることになるのであった。

・
斑

鱗み‘む縦ε88∂傭。ε灘，漣．42，至2串鰯、ig弱，c．2、

麟δ観楓圭鱒6，雑翻駈。．3重峯3茎6．

（31前掲都談馳シア革命論鋒2謎ページ、原漉（86韓。

韓｝ζレーニン全集垂第23誉、2騒一2篇ページ。全集の編者注で、該当するウェー

バーの著葬を第二譲文毎シアのえせ立憲主義への移行まだとしているのは、第

一譲文軒ロシアにおける市疑的長生主義の状態まの誤ま馨である。

麟丁蓑eG虚orA．K量st融OWS紐，0εS醜‘鰯観ゴε魏2扉麗Sε鴛，βe顕簸，i89§．

麟　　S簸sa無　董…lva　隈e脇a貧，　8｛馨磁鷲　κ奮オ毎爵。欝欝露　8鴛だ　云轟ε　P撚。～顯ε解　建〆∫オ撹耀鴛．

ノ～惣窺s魏　醗ε　R欝s魏魏　E欝舞耀，1899二191Z　Co短膿むね　U盤v．P熱．D．，i§？7，

鯵ま8－28．

鯵β．A．灘鰍鰹磁，夢ycc灘。鮭鱒灘e鋸農衰灘鋤醜農欝。照B倉3欝叢瀞。職騨

舞盤e翼翻　c畷難無難G－3丁幽eCK襲x涯轍簸，騒騒夢e瓦　簸．鯵．｝纏薄粥羅をB農，趣σ醜醗甜

露8磁灘霧，ε6研磁π0灘耀鵡醜，玉総2，C．器5・3髄．なおウエーバーは、ポ文乾科学

　の譲運学の領域における翫鵯的醗究圭（婚総〉の涯の構纒勝かで、このキスチャコ

ーフスキーの譲文に無意的に言及している。森縫弘遜譲．醗愛は科学か垂みすず

書携、鯵87年、2駕，2鍛，222，227ページ。

18｝骸．9．Ba建蹴懸・，y職3．cぞ．，cθ脚鷹醜8傭8鷹麗δ・8醗醜蓋§94，巌，c．至3倉．

轡　　麓．貸．｝…｝ac鍍遜e照G，須臨餓2，c．豊3重．S穀sa簸εva　蚤｛ε銭搬a簸，oタ　‘鼠，∫｝．3｛劉

囎B．A．K翼偲麒麟，B3a麟y騨雛，＆駕，c伽綴蛾醗露・解㈹症
　齪醒ε離麗ε畷灘，銭，姶縛．長縄光男、舞子柴道夫監設謬道標オ、現代企露被、雄鱗

年、i戯一i7iぺ一ジ．

騰　おなじ磁標圭グル｝プの主要メンバーたち、ベルヂャーエフ、ブルガーコフ、

ストルーヴェ、フランクらによる憩月ボ夢シェヴィキ革命摂1霧の書『深き灘よ縫

　（i蟹8年）に、キスチャコーフスキーが寄稿していないのは、こうした運縷によ
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る。ストルーヴェは、1鱒8年とi囎年に新建人なる窪シア」壷びに「インテリゲ

ンツィアと嚴魏魏伍つの郁幡文を皮燐瞬こ・虞シア綱姻家とし

ての強駕とそのための「蟹渓覆家淫（灘騒藤a灘oe鯉翼鋪。冊G／的基盤の強化の必

甦を撫して、膨ラン陛フィンランドと鵬傭齢諸民族縛雛ユ
ダヤ人とウクライナ人とに嬉しても罫ロシア文化ま（鐸。礁脇野拙騨a）による一

鰭を強講ずるよ匁なった．ストルーヴェ配つ備文は・バルカンを軌’と

した諸爽強の麟蝶的緊張を背景にして、賞シア縫会鐙ナシ葺ナ夢ズムが高揚する

雰雲気の率で、ロシアの濤痴主義的インチ夢ゲンツィアの懸にも大きな波紋を瞬

き起こし、費シアナショナ婆ズムをめぐる論争を巻き趨こした。（その譲争につい

ては、翻亮氏が詳しく織している。畷艮・鹿家曜ンテンゲンツィア｝二

つの論争をめぐって一冨灘シア史観究書52号、懲92年〉その場合短シア文化ま

とは、実際には「大ロシア人並の書誌である覆シア語とそこから盗まれた文化の

ことを撰している。その意殊での晦シア文化3を全市睡に普及するべきだとい

う主張は、政治的分離主義を捲否して帝覆の買主化再編の基盤の上で、ウクライナ

の独霞の残族的文化醜存姦を維持せんとしたドラ本マーノフ諏、その流れに立つキ

スチャコーフスキーにとっては最後の誕陰癬である眠族的文化的青絵まの遅念を

大きく傷つける内容を含んでいた。こうしたストルーヴェの主張は、覆蜜的な講強繋

立のなかで鞍シアの帝麟主義国家としての飽位強化を強く意識して縫趨されたと見

るこ捕できるが、そ繙読た動線は、触健その当蹴トノレィピンが進

めた霞語政策、ウクライナ地籔の小学校教官でウクライナ語縫罵を麟覆する政策

跳連動する榊があったのである．こ掘謝してキスチ搾一フスキーは・ス

トルづエの織するζルースカヤ仏イ対織上で・ストノレーヴェの綱主

義的大ロシア主義を厳しく撹鵯する論稿」ウクライナ葭治文化の賜題に寄せてま

（i綴年額勘を発表して、訊醐で瀞が始まったのである・キスチ拶

＿フスキ＿はi鰯年輪蜘大・シア人と妙ライナ人との類の融蟻磯
争を振鯵選管、ダ今やロシア歓会睡シア良撫主義という意駈筆者3のウクラ

イナに録する態度の穣本的な特鐵はあからさまなエゴイズムであるといわねばな

らないゆ聯翼難e置，K灘cyGca鱗㈱欝醐醸寮脚C麟騨騨（灘Cも泌紹

鉾叢袋翼難翻．P照麿　解。糖，醗講5，c職腱ペストルづエ醗麟ま

を厳しく褒撃した。それに請してストルーヴェは、蟹家としての鞍シア帝蟹には

虞還御シア語、樋伽シア蜘が醸しそれが単一継醇ア種蜘
（夢ycc藍翩翻嘱疑しての一離を縣するも礫耕備蹴立って渉

　　　　　　　　　　　　　　　一i87一
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クライナ語およびその文化は、紐シア文化まのなかの一つの、いわば方書、地方の文

化に遍ぎない、と書ってのけた．（糞即C聯y鍵，（）6職e響C畷籏蒔灘聯a聾y滞呂磯畷麟

羅鐙職終講｝欝鱗，融0ε紹£擁醐励，婚鴛，擬．蔓，C．6§、／その後も論争は続籍た越、戦争

が始まった後、欝欝年5層の論文では、キスチャコーフスキーは薪今われわれは

『外部のドイツ人璽から察己を解敏しつつあるが、ぎ内灘のドイツ人選がわれわれ

の閥でなお強力であるまと，ストルーヴェをあからさまになじって、その披が罫被

挿注蔑族に薄して民族的な鞠を表すよう辱びかけているのだ、とや吟込めてい

る。鯵．A．K綻丁簿欝8c獲麟，蔓㌻G盤縦組搬雛翻＆灘3饒7撫雛。謬齪魏翻ε際｝o栃～膨甜，M・，

董9得，燵．玉．ここでは猛蘇．駐皺皺e雛。，y総3．c翫，Co難。鱒躍紹。総ε膨㏄εδo翻綴蒐，

玉9鱗，麗．5，c・i3餐4§．から弓1矯した。）ここに至って、鰺§5年にドイツで鐡会って

以来、腿シア霞凄主義運動、そしてその後の譲葉蓼道標選をと・もに挺ってきた二

人の縫係は完全に紙維することになったのである．

　なお、この論争ぶ行われている時期に、キスチャコーフスキーは、鰺鴇一8§年

代におけるロシアの疑主主義灘とドラホマーノフとの籔妙な灘係を撮った箸藩の

ひとつのなかで、ギドラホマーノフにとって、職シアの憲法がみずからの購題であ

ったとすれば、ロシアの立憲主義者にとっては験のウクライナの鶴題はまったく

縫人事であったのだまと、ロシア雲譲主義に蝿するある種の幻滅を表窪している。

B．A．き｛鯉㌻艦総。照鐘，（⊃鬱症綴難紹。灘020，霞彦餓。騨齪翻躍鵬翼麗醗麗。～ひδ8鷹斜醜

8ρoc‘鑓，M．，玉§i2，c．i董8．

　このウクライナの閣題をめぐる二人の譲争のなかには、著しい蟹諜的緊張の串

に置か蕊た時に多異族蟹家に発盤する蟹家盤と罠族姓との原遷的な蝿立の問題が

現れているし、また支饒甕族（多数滋養族〉としての大ロシア人ぶ、そしてまた鞍支

醗疑核、少数滋蔑族としてのウクライナ人の灘が、それぞれに麗有に掩える諸翼題

が；縷雑に縷ま鬱念っているのを見ることぶできる。ここでは触れ’られなかった懸

の論燕もあるので、この論争については機会をあらためて詳しく論ずる必要がある。

　なおまた、ロシアの浸族総懸とくにウクライナ人の麹える昆族縫題の複雑なこ

とをよく知っていたウェーバーは、この二人の論争についても知っていた薄髭姓

がある．（キスチャコーフスキーは欝欝年から鰺豊年秋までドイツに滞表していた

事実もある。翼．琵．露ac麟e鋒欝，饗総．cで．，　εθ鮮麗θ2鰹6ε繊ε　欝C紹δ0磁綴鬼　19§街

藩、達，c．董誕．／ウェ｝バーはi髄7年の二月革命識文の中で、ストノレーヴヱの帝蟹壷

義的大Pシア主義への転換を捲擬する文賑において、ウクライナ人につ》・て披

が野猿趨の喪隷を溝威するかどうかについて疑聡を呈していた達と諾し、すぐ

一圭88一
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　それに続いて、罫かつてのドラホマーノフの見解を信奉する一にぎ吟のイデオロー

　グたちまの存在にも触れているからである．鋤シアの外発釣浸主主義への移行ま

　麟掲郵談、廼8－i磐ページ参賑。なお、ストルーヴェにつ恥ては・筆者による瞬訳

　書の298ページの讃溢五1もあわせて参蕪された㌢・。

鯵　ウェーバー、藏蝿郵駅、蔦一驚、および38－39ページ参照・風狂廊欝臓a疑臓

隔鋤麟㈱3，0懸聯騒彗。嚥購撚㈱灘も継騒卿躍繊i88塵・（罫離躍・

　ウクライナ政治一続金網鑛の試み」〉及び彼の代表的なi著作鐘。↑鋤欝e鋸韻§磯識3

陥鰍脚ぎぐ。翻意㈱羅羅舜，鰺8猫8滋歴受継一ランドと大・シア人の殿主

　義塵〉い弗もr解敏懸盤歪のノく墾の畿販縫から干軽行されたCo伽君麗麗ε建。オμ麗薦80κ繊

　o碑雛醗誠擁．π勘β2θ蝿翻ひ舘，丁．童．峯｝＆盤s，ig｛15謹こ辮薮。

購　β、き｛鯵．底．K鍵盤疑脇£懸鱒，獅e灘減躯欝e欝欝鴨脚響欝欝ぎ歩Cθ砂醜紹菖σオ麟醜8躍齪

‘σ糊灘産鼠∬伽2醐鱒8窪，τ．2，Paぎ茎s，欝6・c．V翫亙X，ここでは。・XL｝

　XL夏琵．

纏　ウェーバー、前掲郵駅、墓ページ以下。

醗　　6．奎《．縷．A．董｛照踊《｛懲銀鱗／，劉α罵鍔a

l癖　13．A、惣鰍脇。獲麟，re酵鐸蝕懸ε難，醸琶繋耀灘Te灘　疑肥謎総e鼠事融ご醒齪罵観魚

　蹴玉，醸．盤，e．8§．

麟A．欝．Me騨e8c麟，K蝋鷺騨灘灘e轟眠灘費yご。蹴。離職灘3黙擁eゼ脅
　眠欝欝難ecモ盤員。璽簸蟹｝盤黛，βo舞舞）o麗麗む燦（拶麗彦，董9蟹｝，蕪．9，c、経繊ここでは・メドウ

　シェフスキーは、旨シア縫のアルヒーフ資料から見つけたキスチャコーフスキー

　のストルーヴェ宛ての手紙（i勢5年欝月2§雛種け〉から撰濡している。なおこの

　メドゥシェフスキーの論文はig総年革命前後のロシアリベラ夢ズムの数次の憲法

　草案作成の磨史を簡潔に教えてくれるものである。

膿　　ダ憲法草案がどの露の近代憲法にも見られる条項を被き鐵してきて羅請してい

　る≦罎吟では、草案嚢体の案文はr葬錘吏的達である、とウェーバーも遠べてい

　る。ウェーバー、繭掲邦談、鴛ページ、キスチャコーフスキーはハイデルベルク

　から憲法草案§体に封ずるウェーバーの溝極的な評懸を欝§6年2擁2銀盤の手紙

　でストルーヴェに伝えている。蓑．C．灘α醗蝋脇擁醒へK舩e麺敬醗3搬B醜夢聾劔。

　夢yce難e醸脚ee轟囎ε欝硬，B醗β｛｝6凝垂齠。む。夢総，鯵9履，藻．2，甑75・　しかしながら・

　ウェーバーの場合は、草案の文書で当然懸れられるべき問題が触れられていない

　という藤から、ロシアの璽献に特糞な問題、そして壼由主義の将来にとって重要

　な翼題の嚢荘を嗅ぎ取って、貸シア縫会の政治経済・思想と文死を深く分析して

一i8§一



術数赴会蒲集　第欝巻　第3号

　いったところがイェ肇ネクとは異なること、これは言うまでもない。薪普通選挙

　権」要求についてのウェーバーの評極については、蔀譲、駕ページ以下、雀部幸

．隆氏による講書厭者解説≦328－33§ページも参蕪されたい。

騰　§．A．撫CT鰍脇鑑麟，Co濯α嚇鰯ε総ダ繕麗耀βθ琶董鍵6．なお本書に聴して、A、

　V穫cl擁磁は、ダ蔑ソヴェト類のロシア縫会学のなかで、その縷説された問題の広

　さ、認識論分棲み深さ、藍びに方法譲の譲瑠的な洗練度の点で、このキスチャコ

　ーフスキーの主著と壷ぶものは一つ毛ない漣と、最大綴の評簸を与えている．

　A至exa磁εr　V慧。墨懸。簸，Soδ鰯7灘。㎎窺魏R翻．丁簸ε疋∫繕v．o｛C麺ca奮。　Pyess，

　工976，茎｝．i28．

瞬賢．霞、翫囎e鑑。．照濫CT、，o鐸㈱2齪ご纏薦鰯εδひ8鰹麟9鱗，隔．2，c．茎3§．

懸　舞えばB．抗欝脳騨聾，穫叙総蟹睡眠y餓鉾謝B躍起e総嚢串躍艇磯懸ec驚。脇ε懸脚

　購麗，動脚伽鼻鯛。夢雌，鯵§G，蕊6．eほ32一董臓A蕊醗e騨e躍雑載M躍。き緬e韓

　藤鐙cc麟。磁灘α欝y鵬翼躍3難，0耀奪ε鷹88耀麗躍瞬瞬§§3，藻．2，c．鰺4．悪獣

　における先駆的な醗究としては、麟注のA、V穫撰露磁の縫にA磁rzel　Wa垂量。娠，

　L解3P繍θSO魏魏摩愛鷹纏Lゴ加躍趣欝．鵬7，t極重vers鞠Oず翼0奮re至〉a盤e

　負ess，欝麗，鍾、騒2－4総．舞本では大江泰一臨氏によるキスチャヨーフスキーの

　鯵96年の譲文ξ法拾蟹家と後会主義羅家まについての醤及がある。大江泰一郎

　ぎロシア・歓会主義・法文イ雛馨本評論縫．懲92年、77ページ以下、およびi36

　－i韓ページ．

麟　P・ホーニヒスハイム匿マックス・ウェーバーの思い趨肇大抹儒治談、み・すず

　書虜、i蟹2年、9ページおよび22ページ以下、壷びにi2§一i鎗ページ参黙。

纐　ステプーンの羅懇録ぷそこでの雰灘気を伝えている．Φe叢鐙C懲躍，δ粥灘εε屋

　麗。激8灘ε8c鴉。．88麓劔鉱なお当時のドイツにおける旗シア人については、衰。魏魏

CW薮膿s，恥ss圭a欝s塗Ge懸餓y，海欝癬曜Cひ漉携掬羅η撫麺嘆美§6§，

　賢。．蓬，P茎｝．i2i4蓬9．

麗　鰺62年に、留学生の観察のために、文部省から灘透されたニコライ・ピ貸ゴー

　フ　馨遭難藍。畷盛　駿3撮｛魯馨事野｛　資羅》〔｝駁｝8，　董8蓑｝一重88里｝一波猷よ有名な外科錘釜、　軍鼕鼕であ鯵、

　進歩的な教官改革の主曝者でもあった一によって設立された辮から、この名麟

　がつけられた．その設立の経緯叢びにハイデルベルク大学に留学した著名な学者

　たちの名麟が、以下本文でも絞れる匿ルースキエ・ヴェードモスチ選の誕事から

　窺える．P翼8κ鰐88δG濁oo欝膨，漣．2§G，i6（2韓艮礁．欝鴛．

麟　ウェーバー、前掲部課、玉85ページ、原注（碁

一i鱒一



マックス・ウェーバーとロシア繊（小島　定／

騰　醗WG、雛§，S．64．籔らとウェーバーとの交流については、盛時のハイデルベ

　ルクでのロシア留学生の藩住の鐵子や大学での受講者名簿まで講べた、フーベル

　ト・トライベルの詳細な硬究ぶある。恥もe魏Tre海eで，鋲e　Geむ耀t6εr　W捻魏薮

sc蝕e貧轍翻濃董s騰s．丁難㊧se：験瞭sBe盤a難tsc鼓aず織藤6εrr蟹ss茎sc懸

Gesc融t麟1・s醜e互譲e継e惣奮，勘磁瓶％読勲瞬趣鋳掘欝醜簿
　sご鰯，i§9i，鐸｛｝．3，S．達354i｝L

鵬β重tt灘ゆ麟臨撚，8量雄澱奮，顯sse葺SC媛t醗Rev・重縫t繊P圭e灘SS重SC盤e

　至難te妻室騨伽油蝕tSC幡懸曲臨6童e紬蜘難6eボtwe臨臆S簿VG盤
　G脇塞。茎H｛蕊搬奮eで膿感Wb董麺a聡美醜。皺皺se盤」魏扇頭ε滝魏魏鋤魏絡む勉麓

　勘奮εγ惚面海，Fτ歌謡｛｛t簸鷺段鑓蟹a撫，欝93，SJ5婆・

㈱瓢θ麟傭婦．κ醗抑繍ε砂繍伽蝕鐸，醜9．執筆者は、艮圭蕊a雌Kr・難eち

　Georg簸e感s．それに賞シアからの留学盤、ステプーン、ブーブノフ・ゲッをン・

　の5人である．

鰹彗　　更｝量tt鐙aご　D3盤董灘3磁壁a．我、0．S．i53－i55．

囎　ステプーンは、フライブルクの華ッケルトの家で、唐名な文芸評論家であ甑

　当時F新しい宗教意識達を曝えていたメレシコーフスキー綴獺蹄麟　Ce舞eeB解

　擁鋤e壌総鍵雌黄，鰺§5一婚鋤　とその妻で、著名な鐵版人でもあったジナイダ・ギッ

　ピウス〔3蕪繊難灘聲鑑㈱e8皺皺嚢聾軽yc，至86§・重945／と会い・彼らの構想を議してロ

　シアの畿版蕗を斡籍してもらう約束を得たことを醸懇している。（艶叢鋤C聡卿鑑

　翼館．蝋，c．搬論3・

繍　編集者はその飽に、E粥齪麟1く3鐸総姻Me職鋤（i872一緯36／，飾鑓8継錐丁騨難8難

　激｛溝磯総懸88季欝4麟ぶいる．

働蟻C麟βezぎ。劔1，D海難紬eA綬S蓼a娩δe臨teで醸董・譲e糞Ze豊舳で量｛t

　鍬K戯穀r画・s麟e‘‘L・琴・s”（i欝欝i4》，恥漉嬬τぎe融醸Kar・董

　Sa翻a船（鼓瑚．1，漉癬魏魏翫編物癬魏彰翩翻εグ醜磁
　輪s羅e磁sc蝕eぎVe飴薯，i§§5，S購．

騒　ロシア語叛鋲ゴス選誌癖薮の論文と執筆者の一覧は、ベズド旗二一の論文で

　見ることができる。a・a・0・，SJ64戎65．

鵬A．賛．A鶴購暮駐，0舞y㈹擁藍灘a糊e蹴。藍a灘a照8e騨懸確e《灘㏄》・

　梅耀麗戯・‘ゆπθρ・‘繊、醜・甚994・c・245・

醸醗WG，購，S．24，A瞬、6嘆、恥巌Tre量雑，a・a・α5填37・なお・モムゼ

　ンは、ウェーバーが執筆を細し蔭マルクス主義について葵では・メンシェヴ
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行政後会譲葉　 第i｛蚕巻　 第3号

　イキと嚢熱主義的ブルジョアジーの進歩的蔀分との懸盤の可能牲を示そうとした

　のではないかと推濾している。　W．」．醗。盤灘se簸．Max　W毎むer　a撮　綴e

　盆e霧e簸eギatlO益0｛灘SS量3，跣8海欝滋」砂嚢露42耀裏漉オ0覗6§｛il，i§§7，夢．欝．

鱒　8離離轍籍C．C鑛臆もe駐，縫錨総総論難麟駐癬韓e　B倉㏄c羅，舷C　C齪08む鶴ε醒醗ε揮醜

　6砂θ翼灘灘κ，T．i，M、，重98§，c．257・39§．

鯵　ウェーバー、前掲邦訳、2卜22、38、鱒2ページ．

欝醗ax輪もeぎ，磁S㈱耀飽遵癖伽2欝S傭ぴ蓋0μ観4SO翻伽翻牽，ig24．S、

　妬§一鶴7．その発露の中では、ウェーバーは「キルへ墨一罫ゼクテ∫という縫会学

　的擾念をもってアプローチしてお吟、ソロヴィヨーフの教会観念は・テニエスの

　一一「ゲゼルシャフト」ではなく　　罫ゲマインシャフト」観念で遷解しうるも

　のと違べている。ソロヴィヨーフ露身が麹炉ていた教会の鬱念は、その具偉的な

　内容から蓄えぱ、東麓爾教会を統合する栓普遜教会」翫蟹e臨a難e脚脇の遜念

　であった，

1講　19総・7・ii、7・i謹、7・2遵、8・2、8・i5、8・工8｛寸垂ナゥェーノ｛一の

　ジーペック宛ての手紙、醗WG脚5，S、鼓蟹，i捻，登9，鷺7，i33，i藁蓑．

罐罫r重e藤磁Ste鞭纏縫，w擁雛虻Ssolo瞬ew，z酪ご魎β卿P纏。蝉海露観だ
　君霞ゴ」｛鴛ひ夕海蘿‘海εκ露蕗爵，欝｛董．i3書，｝至e實．歪，i9難峯，S．鮎警｝，S．23｛卸29i．

麟　マ夢アンネ・ウェーバー、前掲邦談｛、2蟹ページ。

麟　｝海幕e嬬Tre猛）α，D崖e　Ge董｝雛t｛墨αW6bers轟e盤盆a蓑G雛圭亜童s鐙t亙s－丁簸ese：W曲ers

　8e茎ζa簸簸奮SC簸a∫te難　灘圭t6εr　r駁SS墨SC養ε籔　　GeSC赴量C塾ts茎》鼓嚢OSO玉｝垂垂ε　　墨魏　　麓ε墨｛量e難3er薯与

　Lε漉伽駕Z醜漉瞬愈πSo2鰯臨ε灘擁β，i鰍，翼。、3，S．435護§エ、

籔A．W麟。擬，跳ε3伽。卿～εCo癬。麗鴬階Ox撤δ｛テ贈．費ress，獅5，鱒．i§8－

　i78，a擁護厚魏。拶厩愛郷霞鷲銑磯9癬声麗厩勘惚海纏耀短め癩4携蕗魏，
　St3簑｛or（童騨鑛v、Pでess，玉979，至｝茎）．i｛｝6－iiL

縫　ウェーバー宗教縫会学の搾晶史の運解に絶しては、ここではトライベルは、シ

　ュルフターに敏擁している。輪憂鬱a簸琶Sc羅駿。猛醗，醗3x　W曲e器Re蓬纏｛灘s－

SOZ沁歪O弩墨e，ε漉wer㎏εSC観猛茎量C聾εRe髭0灘s織k重油，短篭v倉簸WG重｛窪a登簿

　Sc董霞銭。董蓑eτ，　露毫4κ　稀を～｝ε控；s露1露4εsα箆鹿憲ε鷲　c為7奮麺㌶≠解郷ナ　エ985，s．528．　w・

　シュルフター蓼ヴェーバーの再験群雲溝上倫逸繍譲、騰打被、欝9青年、i雛ページ．

翻　難曲e嬬Tfe量ter，a．2、0．S．纒奮軽3，なお、これに対しては、£駄t灘鍍Da錘鐙a盤

　が疑義を差し挟んでいる。ダールマンは、ステプーンが学鍾論文を縫鐵した時難

　がi鱒9年1月であるのにたいして、ウェーバーの冒シア論の霧行はその3年薦の
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マックス・ウェーバーと翼シア鱗（小島　定／

鯵総年2月と8鍔のことであって、駿にその段賠でウェーバーは欝らソロヴィヨ

ーフの著葎を原語で読んでいて、ソロヴィヨーフについてのおおよその知識は駿

にウェーバーにあったと違べて、i§欝年のステプーン論文ではじめてウェーバー

が懸発されたとはいえないと主張する。また、ステプーン譲文褻捧の内容から

みても、一とダールマンは続けて震う一その主題は、薩歓文化へのチャレン

ジという灘蘇よ吟もむしろ．雄盤紀鷺シアにおける西ヨーロッパ諸懇懇の郵受

容まの綴｛奮に力点を置くものであったということを、ハイデルベルク大学の資料

講壷から発擬したヴィンデルバント（霰はステプーンの博士識文審査の主査であ

った〉の審査講評を蟹き合いに鐡して捲擬している。蓉欺思想の罫受容墨という灘

に譲文の墓講があるとすれば、ステプーンの論文は、取静たててウェーバーを灘

　翼させるほどのインパクトを与えるものではないだろう、というのぶダールマン

のいわんとすることであろう。このように、トライベルの主張のクロニカノレな翼

題意とステプーン論文の海容の藤からと、二つの礫露をあげて、ダールマンは、

ステプーンの学位論文を畿ん痘と慶自体が、ウェーバーのいわゆる罫金運童義テ

ーゼ」の石発見墨（マ墾アンネ〉の糠彗激要鎧」となったかのように主張するトラ

イベルの見解に釘をさし、むしろ弱われるべきことは、ウェーバーぶソ渡ヴィヨ

ーフからいかなる購激要轟を受け取ったか、問題はその中身だと逮べている。

P、Pa羅飆飆，B重重藤奮，覇sse籔SC簸誼醸醸evぬ重量G簸海er蟹SS墨C盤e醸e難圭墓e麟a

皺皺｝麟tSC鼓e銀e塞出瞬6圭e紬撒麟e麟e鐙透e，∫翩翻麟ε翻伽臨池雑

　κ撹奮8揮扉‘海，Fζa葺紮負夏篭a難醗a撫，ig§3，S、232－233，A磁．淫6．　なお、筆f者’嚢身

　は、ステプーンのソロヴィ欝一フ論文も謹んでみたが、ダールマンの以上の二点

の捲摘は、それ霞体としてはおおむね妥盛であるように患う。ソPヴィヨーフの

　思想解いかなる意殊で、またウェーバーの西欧観に影響を与えたかはやは蓼厳密

　に検討される必要撚あろう。なおダールマンは、全集版のウェーバー・βシア譲

　の共購編集考の一人であることも、付け想えておこう。

㈱　ウェーバー、醜掲部課、2ト22ページ。

繍　マサアンネ・ウェーバー、繭掲擁談亙、2縫ページ。

鱒　衝えば、ウェーバー、蔚掲都議、茎鍵ページ、原涯（5）。

繭　　MWG　l／i｛｝，S．283－28塩

鱒　その主だった顔ぶれを、おそらくキスチャコーフスキーから得た簿報であろう

　が、ウェーバーは環シア論第一論文の濫であげている。都談至、i88ページ、原濫

　（3）。
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行政歓会譲葉　第鐙巻　第3号

騰　珍総年4月23欝欝カウフマンあてのウェーバーの手紙は、醗WG登降・S・7欝・

　カウフマンからウェーバーに宛てた手紙は鯵豊年7月欝舞盤けのものが残ってい

　るという。簸WG1／欝，S．2艇，A艦．簸．またチュプ濃一フあてのウェーバー

　の手紙ぶ江シア灘の最近の講糞で発見された。それによるとウェーバーぶ第一誌

　文を準備していた時難の姫§5年7携2霞種、および7月i娼婦の二通があ甑ウェー

　バーはrロシアの続会斜学で有力な一般的な方法論および鮭会敢治的諸潮流を一

　望できるような要約的なエッセイ」を求めていた事ぶ構える。また、匿私は、シュ

　そうー年報の最近号に掲載されたあなたの論文を大変興殊深く読みました。わた

　しは、たとえば現代の蓼ネオ・イデア壁ズム茎のような文献上の潮流と撰：鵯的な

　論争を得なうときの羨提となるような、基本的な方法詮的翼題紅通鏡している人

　としてはあなた以外には知警ません」と最大級の賛辞を贈っている．賢．C、

　臨β雅螺認睦M．A、K磯e餌鷺，Ma獲Be6e登鷺αG躍cc羅e猛倉即e嬢艦叢e欝欝，β磯即醒

　夢醗δε硬鱗欝94，漫漫，c．77－78．なおシュモラー年報に載ったチュプローフの論

　文は、A．A．Ts£雛騨ow，　〉量e　A鰻重ga娩鍛透er　T盤eo薮eδer　St厳重st嶽，＆洗彿躍動欝

　裁鋤加漉，欝蕊，Re養、2，S．i2－7載のことだと患われる。

麟　疑WG至／舞，S．2毅．なおこの手紙は、ウェーバーがロシア誰執筆の醗に資料

　提供を求めた要請に繋するキスチャコーフスキーの題事である。その内容につい

　ては、醗WG1／欝．S．i§47、また、この手紙の一鶴ぶ、滋シア語の簸近の論文

　に紹介されている。縫．C．臨鯉翼撚脇饒M．へきく蟹e欝雍，y総3、C覧。．76．

騒　　醗罵　夏／i｛肇，S．28逢．A簸．i4．

麟　本｝ニヒスハイム、醜掲部課、27ページ．

騙　この式典の模鐵は、身y‘‘繊ε6εδa濁oo魏驚，鰻．29｛〉，総（2燐酸無爵稔で請しく報道

　さ蕊、ウェーバーの講演の要濤潜紹会されている。このウェーバーの講演部分は

　また簸駅｝　至〆i蓼，S、7《羅一霞｝5に駿録され’ているか

騙　本一ニヒスハイム、前掲蔀譲、23ページ．なお麟注で挙げた騨ルースキエ・ヴ

　ェードモスチ露の誕事には、この蕪分のウェーバーの菱発書壽は伝えられていな

　い。

籔　W・モムゼンぎマックス・ヴェーバーとドイツ政治露98年一難2食年雲部課玉、

　2総べージ以下。

麟恥‘δ鮒88∂・潤む灘，燕．蘭，3胸懸玉鱒9，c．2．

鰍　この通儒貴はグ婆ゴリー・グ濃スマン。先に紹介した鯵鴛年鎗鐸欝｛29擁盤の

　罫ピロゴーフ騒書室翻立5暮鷺年記念式典達の記事を書いたのも綾であった．なお、

一ig4一



マックス・ウェーバーとロシア（葺（小島　定）

　グロスマンは、ウェーバーに宛てた手紙のなかで、キスチャコーフスキーの古い

　友人だと述べていることから、ウェーバーオ海シアの解数運動にシンパシーをも

　っていたことはよく知っていたものと思われる。欝G　i涯§，S．68繊

鱒M雛。隠脚Fe購織棚働翻鍬。醸，勘儲88εδ㈱蹴餓62・産7繍
　縫鋤盤　豊囎，c．5．躍糀　至〆i｛》，S・6＄5－6≦露・

繍　ウェーバーのこの認識は、2擁革命論ではっき吟示される。ウェーバー睡シ

　アの外見的費霊主義への移行ま繭掲部課亙，簸8ページ以下。

　4　セルゲイ・ブルガーコフとウェーバー

　以上われわれは、主としてウェーバーの葺シア論をめぐって、ウェーバーと

獄シアのインチ夢ゲンツィアとのあいだにさまざまな交流潜あったことを知る

こと潜できる鱒、しかしな撚ら、ウェーバーの一郭ク鷺ニクまに遍ぎないと

いう控えめな露己評懸にもかかわらず、一瞬時代の分析としても蚕に鐡るも

ののないほど深い歓会政治的、および文化思想的な分新である滋シア革命論そ

のものが、βシア磯で当時礪か暖垂祉め擁・深く分析さ繰という形

跡を見ること潜できない。ところぶ、ロシア論にと吟かかる覆前に発表され’た

もう一つのウェーバーの大鑑薪プ質テスタンティズムの論運と資本主義の精

櫓論文（㈱4一醜5〉には、鵬8－i鵬年頃の時点で謬シアで一つの反響

があった。それを示したの潜、ウェーバーとも手紙の交換を通じて交流麟あっ

たセルゲイ・ブルが一コフ（Ce鯵麟撫灘3e灘By羅雛鐡，鰺7玉一欝藪／の一連の論

文である。

　ブルが一コフもまた、よく知られているように糞紀転換点にストルーヴェ、

ベルヂャーエフ、キスチャコーフスキーらと嗣じく合法マルクス主義からイデ

アサズムに転換を遂げていった思懸家グループみ一員であり・譲葉謬道標選の

主要メンバーの一人である摂、そのなかでも、一ソロヴィ璽一フの影響を

．大きく鄭て一宗教哲学を持ち激して・貯ア轍礁灘嚇して物
た思想家である。（破は在総濁祭の息子であった・〉彼ははじめ政治経済学の醗

究者として綴発して、斎場周題、農業開題をめぐる著作で欝繋年代の質シア資

　　　　　　　　　　　　　　　　一ig5一



行政後会論集　第欝巻　第3簿

本主義論争にもその名を残しているlil。経済学麗連の著作として、博士論文と

なった匿資本主義と農業蚕（全2巻、欝春§年〉があ吟、また古代ユダヤ教の予言

者及びプラトン、アジストテレスから宗教改藁と重商主義までの経済学説を解

説したヨーロッパの経済学説受ゼ経済学説史機要垂（第一部、窃版鯵捻年、第二

版、玉9鰺年〉という著作もある121。ブルガーコフは、雄98年から獄鎗年の在外

醗究（主にベル夢ン、湿ンドン、パ夢〉を経て、キエフ時代（igOi－i鱒§〉に

マルクス主義からの離反とイデアサズムヘの転換、さらには歪教儀檸への演帰

という盤舞鶴の大きな転換が始まったと害われる。この闘シャフハウゼンで舗

かれたi鱒3年のゼ解故縁盟」設立大会にも参撫している。igO6年にキエフから

モスクワに戻ってから、紅モスクワ繭業高等専醗学校まMoc鵬。麟幽猟e蹴。醸糞

幽。礫璽（ノヴゴ獄一ツェフが学長を務める〉で政治経済学を教える一方で、

活発なロシアの宗教哲学の醗究と活動とを展麗し始める．i鱒§年3月に彼のイ

ニシャチブで設立された「ソロヴィ3一フ記念モスクワ宗教哲学協会」におけ

る講演、ギキ夢スト者麗争同胞爵X鐸鰍継。㈹e6卿㈱踊嘉3縦よる教会改

革運動への参撫、患版桂罫プーチ」に撮る宗教哲学書の出版活動、そして蔓に

オリ嚢一ル県から第二醗会の議員に選鐵されたこともある141。i鱒7年以後破は

致溶活動から手を引き、宗教哲学の覆究と文筆港勤に専念することになるが、

まさにこのi鱒8－i鱒9年頃の時難は．ブルだ一コフは、欝騰年の政治革爺その

ものおよびそれを夢心ドした資シア・インテジゲンツィアの思考様式に繋する

厳しい撰：輝を展翳すると属時に彼の宗教哲学醗究が大きく深ま穆、思想的に賞

シア証教への醜婦麟瞬確になる時簸でもあった。論集1道標選（ig§9／に寄せた

稜の有名な論文rヒ獄イズムと禁欲鍾飛躍謝雌㈱獣繊囎》は、そうした綾

の宗教哲学醗究の一つの峰を象徴するものであった151。

（i）嘔浸経済と宗教的人賂ま（欝縛〉

　こうした思想的転換驚にあったブルガーコフに．ウェーバーの論文「プ臓テ

スタンティズムの倫理と資本主義の糖神主似下郵プ潭蜘と略称〉が受け歪め

　　　　　　　　　　　　　　　一ig6一



マックス・ウェーバーと質シア轡（小島　定）

られたのである．ブルガーヨフのζ道標垂論文にも、「愛盛内的禁欲！〈圭懸eぎ・

轡磁極。鼓e　Askese〉や旺神の道具」と》・う言葉が箆鐵されるように、ウェーバ

ーから直接に影響を受けたと見られる叙違オ撒晃される魁まずは直接ゼプ舞

翻論文趨の群に現縦磁、初めにi鰯年絹8昧モスク腺教哲学
協会でおこなった講演で、，すぐに匿モスクワ週報遷擬ひC総8躍露ε欝ε紹δε髄鐸雄

の第23一勝号に掲載された論文鞍渓経済と宗教的人格まであった織。この論

文はまた、ig懸年から鐙総年までの彼の宗教哲学関連の論文を集めた『二つの

蔀毒垂（欝簸年に公鷺、鐵版歓は郭プーチ墨）にも叡録された簿。（以下本文では

本書の麟叛から粥する〉また醸のぎ経縮学韓叩鱗諏ウーノ粛

一のヂプロ鍮まへの言及解ある181。

　この論文では、ブルガーコフは今馨の多くの政治経済学か議提にしている人

聞観が、鮭会を相異なる利害を有する諸鰯入幕rアトムまの総撫・その機械的

結合とみるベンサムの縫会哲学に発していることを捲擁する湧から説き始め、

古典経済学の徳モ・エコノミクス」は言うまでもなく・古典経済学のアンチ

テーゼとして登場した今賛の維勅諭的歓会主義重（謹マルクス主義〉の影踏緬

穣念もまた、勅質的稀害の覆い手としてのみ人聞をみる一面的な人間観に依擁

していると撹覇する．したがって縫会主義（マルクス主義の縫に、ロバート・

オ＿ン、ラッサール囎まれる〉、とくにその現代醜形態である碓繍的

歓会主義璽は罫裏返しのマンチェスター主義達であると・ブルが一難フはいつ・

（｛，面こ擁斌てブル炉コフが握起するの醐縫的意志や責臆魏

精神生活を含む人糞の全体性である賦格」（ジーチノスチ）凝念である・ブル

ガーコフによれば、経済は諸人格の密密、鶴造的イニシャチヴとメカニズム、

鉄の必然性との穏夏作環であ穆、人聞精神の欲求に応じるために諸人略解霞然

と縫会諸形態とからなるメカニズムと麗う髄争である。一言で言えば、経済を

運営するのは経営主x麟翻なのだ．員亙，貸3一葺のしたがって、人聞の経済

活動を欝象として分析する政治経済学は昧轍の概念を独立したファクター

として馳込んだ柳でな糊ぬらないというこ露な翻儲鑓また
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ブルガーコフによれば、理念的諸懸短や一定の僅舞鶴、そして結局は宗教的フ

ァクターによって規定されるのであるから、政治経済学はそうした宗教的結神

的ファクターを考慮に入れるものでなければならない。そこでまず、ブルガー

澱フは罫労働≦〈騨護〉の凝念がキ夢スト教盤暴で「禁欲ま（絃e鍛〉の概念と深

く結びついていた事実に着§する麟。こうした文賑において、ウェーバーのヂプ

ロ倫雄のテーマがブルガーコフの諭達の中に位置づけられることになる。

　だが、ウェーバーに入る麟に、ブルが一コフは、西方キジスト教でも東方キ

婆スト教でも、修道院撚ダ禁欲的労勧の観念を育んだ本来の場であったこと

を強調する㈱。ウェーバー流に奮えばξ現盤外的禁欲」の形態である修道院の

「禁欲的労働まの意義は、縫ならぬ灘シア歪教への信輝蟹帰と歪教会そのもの

の改革、再生をつうじて　　i9総年革命における敏絵革命まに薄するオール

ターナティヴとして一ロシアの精神的轟新に期待をかけようとしていた盛時

のブル戴一コフにとっては、ウェーバーに劣らず、いやウェーバー以上に大き

なもの解あった。ブルガーコフに擁れば、東西再教会の修道院の内鶴で生まれ

た、このギ禁欲A甑eseの手段としての労働という観念は、鞭シア藍教の修

道続の中で実践される神の命じたもうた§々の銚め、重教罵語で覆えば、〈醐・

膿翻e〉という罫美しい表現で」一と、『道標邊論文では付け換えている鱒鱗

一言い表わされる倫理的規律に当たるものであ滲、ワシアの宗教生活の奥

底にいまなお生きている実践倫理である。ただ獄シアでは、具体的な姿として

は、それは修道院の中にとどまるのに韓して、西ヌー暮ッパでは、宗教改革に

よって、禁欲的労働の倫運が修道続の壁を破って量俗の中にもたらされたこと、

この点を捉えて、一ここではブルガー3フは瞬らかにウェーバーの薪プロ倫ま

譲文から学んでいる一ブルガーコフは、中盤西ヨー覆ッパの修道続の「禁欲

的な労働媛律」摂融一口ッパの経済発展に麩大な役割を果たしたこと」を指

摘して、ゼ現在が過去の肩に負っている隆警、一般的に言って、われわれの現在

の経済生活、われわれの蛋民経済は、その基盤として、中盤ヨーロッパの修道

院の禁欲的労働に依擬しているのである」とさえ述べている繕。α，麓6〉
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　ブルガーコフは、このようにして労髄盤禁欲の凝念の修道院起源を押さえた

上で、つづいて聖代資本主義と近代合理主義との精神史的趨源の開題を取鯵上

げた重要な醗究としてウェーバーの夢プ算稔」論文を取滲上げる銑ブルが一

ほフにとっては、配一翼ッパの精神史にお》・て、俸1巖ホモ江コノミクスま

に先だって、プ葺テスタンティズム、と鯵わけカルヴィニズムに見鐵される

「家教的人格謹（すなわち歌格め精神生灘〉の中に現代の国喪経済の晦墨

翻ることを脇旅したウーバーの著作は、披の求める方麟び解と合

うもの麟あったわけである。ブルガーコフは、プ腿テスタンティズムが量俗と

教会との爵立を撰除して、僅俗の新労働」を神の召命Ber藪　として、またす

べて頽齢燗活動嫁翻義務を離した宗鞭革臆嚇・晦スト教
の僅欝イ絵であるとともに、ウェーバーにしたがって、匿現量の宗教的総理イ鞍

でもあったと疑える。そしてウェーバーがカルヴィニズムの教護の核心と縫え

た薪運命予定説まについての解毅を詳しく紹介して、この事一種の宿命論的教

諏から．一方でウェーバーの勧rいまだかってなレ・諸鰍の随麟立化

の感轍とい猛葉を取嘱し、こ縫晦らゆる聴か撫縁で・ペシミス

ティックな色彩を欝びた懸人主義」であるとみると講時に、縫方では、そこか

ら現盤の内部で神の栄光を増す行為として職業的な実践論理と馨常的な方法的

生活態度の髄桃た廃れ、それがまた生齢エートスを生継す抽’う・

ウェーバーのテーゼを歪しく読み取っている。（L墾8以下）そしてさらに、

このかレヴィニズムとそ餌ギ麩鋤鍬るピー賄ニズムの絶俗的禁

欲主義緯盤e鞭e董感磁e　A磁ese，騒即。総轟ac駕e製3紛が「資本主義の精神ま／群又

藍鼠懸縢翼3鍼3／へと転化するプロセスを、ゼわれわれ麟今弩よく知っている実務的な

資本主義的フェティシズムがつくられる」（至，鴛葺プロセスだと捉える。ここ

ではブルが一コフは、ウェーバーからr人間は委託された財産に請して義務を

負ってお穆、管理する僕、いやまさしくζ営利機械璽馨rwer総澱＆sc撫e〉とし

て纏に靴す髄鋭妨ねばな鵬とセ・偲想は生潮上齢ややかな

圧力をもってのしかかっている押とい憧要偉観粥している・こうして・
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ブルだ一コフによれば、ビュージタン的禁欲は、罫現代のホモ・工灘ノミクスの

育ての幾まなのだ、「貿量紀はその勢利主義的遺産耀続人に簿よりもまず、財産

を塔やすことぶ、合法的に行われるものであれば、まったくやましいことはな

い、一あえて言えば一パジサイ主義的にいって亙しいことだとする確薦を

残したま（董，i2i〉。だ解、それは企業家だけではない。宗教的禁欲主義はまた

rブルジョア的企業家のために、まじめで良心的な、そして非常に麩労意欲の

ある労働者を、すなわち人生の霞的として神を毒ばせる労働に鍵事し、企業家

の前でみずからの責鉦を自覚する労働者をも育て上げた。壽（互・i2i）しかし、

このようにして愚来上がった「最新の資本主義美は、いまやなんらの内嚢的な

動機づけも宗教的な神聖化も必要とせず、諸纒人を験麟的嶺戴大な経済コ

スモスに緩み込むにいたった、としてブルガーコフはウェーバーの周知の最後

の書葉罫ビュージタンは職業人たらんと欲した。われ’われ’は職業人であらざる

をえないまを引馬した。（玉，i2葺

　ウェーバー「プ膿倫墨論文の骨賂部分の紹介をこの最後の一文をもって終え

た後、ゼしかし」と、ブルだ一コフはいう。西ヨーロッパでは、最新の資本主義、

「この新しい巨大な建造物は今雅なお古い土台の上に立っているのだ．まビュー

墾タン的禁欲と蓄積の精神は、いまなおアンダ庭サクソン型の資本主義の企業

家には罫完全に失われているわけではない．捧蟹玉，i2葺このように語るブル

が一コフにとって、もとよ琴総題はi鱒5年革命後のロシアの現実と露費経済の

再建の方講にある．鷺シア正教の経済思想の聡題を問うて」ブルガーコフは、

冒シアの大資本家と琵教分離派慧吉儀式派との密接な縫係について周知の議論

掛あることを捲擁するが、すでに郵プロ撫を右に見たように解験したブルガーコ

フにとっては、経済活動及びその飽すべての人聞の活動を根底の翫で規定したビュ

ー琴タンの罫禁欲」概念（それはまたブルが一コフにとっては新人轍の概念

を規定するものでもあった斜、これに韓応ずる経済倫理解ロシアの土壌の中に、

すなわち賞シア正教の論運のなかに見思せないかということこそが翼題であっ

た。そこでブルガーコフが発見したの解、先にも遠べた修道士の禁欲的な働
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行まを意味する（轟GC灘膿a難e〉の精神と今一つ、罫神の篠薄に歩み鐵る1〈灘灘e懸e

羅e罪業聡。鱗〉挫微え軸妨す雛嚇臨とで劾た・（L⑳

繊はれば、。シア磁は、雛賭する態獣紳て・雛一夢タニズム

溝び搬にプ爵スタンテイズムとは根本晦濃なる墨いえ・この二つの

宗教的規難、ピ＿妙ニズ鋤そ練囃する綱であ瞬繍瀞齢
にそ囃すべて磁会蝋魏とって本質的な・儲蠣難び翻人の難

と義務感と萌藤とって力蜘綴織る柳窪であった・（L⑳ロシア

藍撚特有如綜灘郵款、麟道標鍮難おい髄べ馳駅うに・
賞シア輝命綱ンテ野ン惣アのギ無職鯉冒イズム繭翻泌Fキ

華スト鋤難雄磯念（醐購　　〉、その轍覆シア醜麟齢す離

礁礎妨加．この隷ついては、わ楠濾すぐ後壁視る驚ろう・

　ここでは、こ旺難蹴よって繊詰るべ都宗教的繍鋸・ブノゆ

＿コフにとって、縛わ伽シア礪賄生動一生産祉は・ブル炉コ

フに擁れば、人聞の罫翻造的・意志的努力まの表理である一の発展にとって

欠くべ誘ざる⑩拷え軈ていた。ベンサム主靴そ蘇麹あが嚇

論醗会議ゆ騰麟ら繍如シアインチ蕨ンツィア卿では簾争

難鱗製磯疑して捉筋緬耀の契機ばか騨灘さ紘盲生鶴泊

の懸（慮慮マルクス蟻灘よって働鳩麦勢が舶の宗編編
曲課験して、ま舩期難の形鰍して充分禰されて㌢’な周（L

⑳そして、莫大雄醸敵え軈て持耀した鞠後伽シア轍の繍

鰍を念鎌おいていたのであろうカ・ゴルがコフは燐酬なるロシア

の経繭鰯が徐姥で繭るが、しかし鶴こ醜し轄の変更搬セ’妨

ば輝磯蝋進行しつつある照，⑳難・こ礁懸答えることこそ・

　ロシアにとって焦罎の眠族的・蟹疑的課題である、と訴える。冒シアの再

生のため雛、眠鰍記数翻細臨灘艇舗鎗㈱a細が腰である・

い紅そ．シアの宗教擁碗か晦づ欧磁偏理・禁欲鰭観宗擬

人観を龍麺な選産にた頒るべきときである設の際広く糎一跡
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中に五教稔理をよみ潜えらせるには、現在「一時的にま衰遺しているロシアの

更教会に一つの嚢e恥縢at沁簸が不再欠であるとブルガーコフに考えられていた

ことは聞違いないであろう。睡シアインチ婆ゲンツィアぶ企てた鞍治革命圭

Revol磁沁簸ではなく、というのがブルガーコフの書いたいことなのである。〉

　だぶ、宗教的再生を必要とするのは．ひと警旗シアだけではない。ブルガー

コフは、今や露有の宗教的基盤を必要としなくなった一というウェーバーの

叙述を受けて一藪歓の罫最新の資本主義肇において、イギ夢スでもフランス

でも、今弩励科主義の支配と人格の衰退と溺経済発展を擬蓼嶺す危験姓を示

しているjと、シュルツェーゲーヴェルニッツの考察を引いて指摘する．騒畏

経済は罫国民精神の健全さまを必要とする、とブルが一芸フは言う。（玉，捻3〉

縫方では、いま敢濤経済学の趨勢として、ヂ高賃金の経済への移行まが言われる

が、ヂ労働の生産牲と集約牲との上昇」のためにはまた、労働者の倉己規律の強化

解不可欠である。した解って、ここでもまた塙い鍮理的諸藩値、最終的には

宗教的な諸徳纏、職業労働の領域における道徳的義務の認識3摂労働者に要求

されている、というのである。（i，i24〉

　このようにして．ブルガーコフは、畷新の資本主義鐸藝欧においても、今葭宗

教の再生が必要とされていることを振擁して、滋シアの課題を、歴史的段階を異

にするとはいえ、西歓文闘の直面する課題としても粒選づけているのである．

しかし、・この点に麗しては．ここでは、それ以上の講及は見られない。また全

体の文賑から叢えば、インテジゲンツィア炉贈悪と破壊漣しかもたらさなか

った菱革命蛋のカーニバル㈱が終わった後の、ロシアの弩常生活形当慰する課

題を繭にしては、この論点はさしあたり後景に退いていることも、言っておく

必要解あろう、

（2／『道標垂論文「ヒロイズムと禁欲雲（欝§9）

　さて、薦で見たように、ブルガーコフの論文軽蔑経済と宗教的人格」は、

禁欲的労働の意義を露費的生産力の発展との経連にお恥て取瞬上げ、ウェーバ
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一の郭プ暮倫圭論文のテーマを、いわば直接的に賞シアの状況に適濡しようと

する試みであったともいえよう渉、ほぼ瞬時に執筆された縫標藩論文「ヒ韓

イズムと禁欲まく£e隅醗擁轟。灘購難聴鰯〉は、騨シアインチ夢ゲンツィアの

薪革傘主義まの心理縫造を厳しく撹鵯することをテーマにして、その歴史哲

学」を問題とした論文である。繭者の論文に比べて覆えぱ、もっと広く灘シア

の精神史に襖1野を広げたものとも見ること嚇できる。（以下本文では、この論文

から引還する場合には、1茎として都訳ページのみを記す。〉しかしながら、この

窪道標邊論文のなかにもウェーバーから得た着想か生かされているのを、はっ

き唖窺紅とができる．という眺、そもそも議題の騰・細瀾一〉

（元来尋源始キ麩ト教の禁欲鰭行を意験する〉とい猛熱よブルガーコ

フにおいては、質シアインチ婆ゲンツィアの糠神譲的英雄主義美に薄置され

るギキ夢スト教の英雄主義3を表廃する機念として使罵されているのである煎

この言葉にはもともと夢禁欲謹（灘e認〉の概念が含まれてお甑いわばその特

殊で極端な形態をさす言葉だからである。

　さて、ブルガーコフは、べ夢ンスキー以来のr無神論をζ神雄の代わ瞬こ

人麗存在を、擁えば、ときには「ナ賞一ドまを（ナ賞一ドニキ主義の場合〉と

きにはげ妙妙アート」（マルクス蟻の場合〉雄換えた樹の」裏返

さ為た意殊での無駆気な宗教信椰3（登，岐3〉に徳ならない、と喝破する。この

　罫無神論的宗教まは擬似的宗教であ甑一ソ獄ヴィヨーフの真のキ夢スト教

理念癖人の宗鞠紬戦訓鰍の嬉立勃として一敬禅宗鞠
璽鑛総艦伽撫e㎝融Gであると呼ぶ。（簸，銘）自己犠牲とときには綻命のためには

死をもいとわない英雄精神を示すとはいえ、その本質から言えば、後らのヒロ

イズムは．ゼ神に代えて自己を、摂理者に代えて自己を立てるというインチ肇ゲ

ンツィアに翼有な嘗己神格イ雛（璽，57）に縫ならない。そこからまた・自らを

人類の救済者、質シア民策の救済者と感ずる、あの革命的インチ夢ゲンツィア

のF思い上摂管」も生まれる。その結果は質シアの破壊と精神の荒廃であった。

　（これ鱒、総総年革命のブルガーコフの総抵である。）インチ婆ゲンツィアの極
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端な革命主義は、飽方で嚢常燈罫におけるもっとも大事な畏衆の自己教育、す

なわちナロードの薪人格3育成・陶冶の課題を無規するものである。これに離

して、いまロシアの再生のためにロシアインチ夢ゲンツィアに必要なことは、

まずもってその緻慢からのゼ悔い改め」幅総懸鍵〉であ吟、キリスト教のゼ禁

欲雄の精神に立ち返ることである、とブルガーコフは言う。このキ夢スト教の

郭禁欲ま精神は、ゼ神の意志の働かないところでは、たとえ髪の毛一本といえど

も頭から抜け落ちることはない達という神の絶財的な意志への深い信簿と『罪ま

の意識とに貫かれているものである。そうした信檸と紅罪」の意識とから、神

の郷萌でのr鍵類謹（議遜）〈鰹鰍〉というキ夢スト教の美徳瑛・そしてまた

ロシアの民衆の精神態度を特徴づける輪蓬的感鋳掛生まれるのだ。（董｛，懸以下〉

先にブルガーコフ潜見撮した二つの蕊教倫理、〈嚢㏄曹囲簸e〉とくXG織ε翻e

麗麗蔑励駐。紛　とは、そ、うした感熔と精神的態度とに裏打ちされたものなのであ

る。こうした垂教の内面的な宗教的規律はまた、人々の騨常生濡において、神

に命ぜられた纒人的義務とその遂行の義務意識とを纏え付け、霞己の行為のた

えざる白目点検と象己規律の精神を育むものでもある。この、藤で、ウェーバー

のいうピュージタニズムの「方法的生活態度」とあの「宗教的人格まに獲敵す

るもの演、　　その「五教的」禁欲倫運の霞浸的広が参を通じて　　この鷺シ

アにおいても成長する霧能姓がある、そのようにブルガーコフには思われたの

である。

　しかし、この場合、ブルガーコフは叙述の申では、意識的にこのキ夢スト教

的「禁欲ま概念を、その外面的形態とは麗わ吟なしに、内面的心遷の働きとし

て薮神の御前での察分の義務、後に陶けられた神の命令の遂行を自分の行為の

申に見るま（嚢，65／という一点で解験してお鯵、いわばウェーバー的な暖盤

内的禁欲墨と瞬盤外的禁欲3との双方を含む意殊として使っている麟。（た

だ、ブルガーコフの場合、先にも懸れたように、ウエーバーに姥べて修遊蕩

の禁欲の意義を重視しているのであるが。〉この点ではウェーバーと異なると

ころ炉あるとしても（それは西欧キ夢スト教とロシア鐙教との落差を示すもの
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であろう）、ウェーバーの萄プロ倫圭に含ま為る重要な論点（近代西欧の碧懸人

主義まの概念の成立を、魑ならぬカルヴィニズムの禁欲的論蓬に求めたウェー

バーの見働がここでも継承されていることは鵬かである・

　さらにウェーバーからの継承を示すのは、禁欲機念とは馨立するもう一方の

概念、賞シアインチ婆ゲンツィアの罫無神論的英雄主義肇の起瀕の問題にブル

が一翼フかメスを入れて、その綾神史的基盤が実は癒歌文化そのもののなかに

あ参、しかもその露欧文化のなかからインテジゲンツィア麟誓一面的に∫受容

したものに飽ならないことを解窮する駈にも現われている。ブルだ一コフは．

この艮シア西欺主義の無神論解、形成途上のηシアインチ婆ゲンツィアによっ

て、フランス警蒙主義とともに受容されたこと・そして・もっぱらそれだけが

　ゼ最新の雄西歓文化であ穆、碧真に科学的なもの」であると誤解されてきたこと

を指摘している．だが、ブルガーコフによれば、啓蒙主義も維勅論的歓会主

義圭餓も、蔭歓文窮のゼ多くの枝の一つにますぎない」ヨーロッパ文弱は様々な

果実や多くの枝木をもつだけでなく、まさにこの樹を養っている根を持ってい

る．巨巌文騨宗教的な根源齢っていること少なく舗その粉は雑

と宗教騨とによって築か縦宗教的基礎の挫立て硫ていること達が現在

ではしばしば忘れられている。（璽，45〉ここでブルガーコフは先の譲文「霞民

経済と宗教的人格まと購じ幾題に立ち返っていることは明らかである。そして、

まさにこの地点で、ブルだ一コフは再び、膿新の醗究に擁ればま　といって、

脇かにウェーバーのげ輪論文を講に想起させている・ヨーロッノ｛人

の囃しい大樹は宗教改勒も生まれたものであ蓼繊離離浪心舶

由、大腸と毒民の権利も宗教改革によって宣言されたものである。ま（至聖，蕊〉

ロシアは今、このr宗教的騒人主義まを必要としてお駄インチ婆ゲンツィア

は、これまでの行き方を変えて、韓シアの宗教基盤の中にそれを育成する芽を

探箸鐵さねばならぬ。これがブルガーコフの当藏の主張である。

　だ潜、ブルガーコフの議論嫁ここでもまた、ロシアにだけとどまっているわけ

ではない。賞シアインチ夢ゲンツィア麟受け継いだ西歓文化のゼ片割れまであ
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行政桂会論集　第欝巻　第3号

る啓蒙主義は、i7一露盤紀、一部は露量紀の初めを通じて、r宗教の領域で

は理神論を通じて懐疑主義と無神譲を、哲学の領域では合理主義と経験論を

通じて実謹主義と唯物論を、倫遷の領域では整然垂倫理を通じて功科主義と

快楽主義を導き思したま誤、これらの諸悪懇は家た、みずからを生んだr西歎

の精神生活まに難して、今やその鰯壊原理まの一つともなっている、とブル

ガーコフは捲撫する。ギフランス大革命や欝量紀の大多数の革命はこの思潮に鼓

舞された癬、それ，は縫方では3一ロッパ小帯渓の精神的基礎を成してお移、こ

こ当分の問啓蒙主義の英雄時代に代わる支醗的な思潮になっている。」罫大衆の

中に広範に浸みわたった啓蒙主義という通俗哲学のおかげで、ヨーロッパの大地

の顔はますます歪んだだけでなく、小斎民根継という冷たさのなかで冷えきって硬

直するまでになっている。圭綴，46一葬〉このように違べて、ブルガーコフは、啓蒙主

義およびその流れを難く懇懇によってヨーロッパ文霧鱒侵食され、衰え朽ち始めて

いることを周題にしている。だが、それにつづいて、ブルガーコフの縫を衝いて

鐵る霞葉は、ここでもまた駐一葦ッパ文化という樹は今鐸に至るまで、たとえ§

には見えなくとも、古い宗教的な根にある精神的な樹薮によって養われている3と

いうことであった。この議i論の線はやは滲この地点でとどまったままである。（薙，婆7〉

　ブルガーコフは、旺啓蒙主義」とその線上にある諸懇懇、軒唯物論、無神譲、後

会主義3を、その一部はゼ宗教改革の分解解もたらした産物まと見る潜、飽の

離分はまた宗教改革およびそのゼキ夢スト教的鱗人主義まとは異質なルネサン

スのヒューマニズム、その葦非キ夢スト教的な、自然人を賞賛するネオ異教的

纒人主義まに蜜来するものと捉える騰・この両者のr深い内面的な差異3解ヨ

ーロッパ近代精神史のボニつの懇懇の震争まとして、その底流に賑々と流れて

いることを捲締する。（嚢，46〉した瀞って、今資シアで展観される思想震争、

それはブルだ一コフにおいては、F曜物論的英雄主義」と藍教の蔀禁欲主義茎と

の灘争ということなのである解、麗在のロシアの懇懇灘争は、このヨー灘ッパ

近代の精神史に一貫して行われてきた偲想麗争」の再饗なのであ吟、ヨーβ

ッパの精神史の大きな流れの中に一歴史的には一段贈遅れ’てであるが、一

　　　　　　　　　　　　　　　一2総～



　　　　　　　マックス・ウェーノ餌歴シアli／（ノ1鳴定）

｛耀づ満細柳篤あ旋．したがって譲騨醇ア難の崩書こ臨弊

は、虜では、いっそう灘さ縦駿意識携つ離主義疎め跳ま耀

わなくては嫡嫡（i玉，鱗腿べるのも・そうし臆麟あった硬ある・

祉よ鯵、ブル炉コフ瞬遊標嫌文蛤熱る論麟肚鋤れわ紛

紹無尽きる柳では勧．卿諏灘集縫標姪体僻砧める位置

そして勧騰蝋蜘軒の櫨挫欄題も含めて誌つとトータル鰭

察の腰が踊こ墨勧ま風ない。し毒・しな腸渉エーバ縫師アと

いう擁繍硝齢弁マ鍍脚軒季ま・醗舘鰯年鱒点で・ブルガ
＿コフによって、ウェーバー猷プ・翻の騰醐め奪シアで繭から受

確め繍た事実擁認するこ舗できたし敷それがすぐ駅鋳醜シ

アの課慰して受麗め繍縦とを少しは鍬慧旗蠣う・だ煎こ

の事実は一少なく跳繍わ緬識まで耀査では一ブル炉コフの

ウ＿バ＿＿磯心測プ輪にのみ離軈て溝おそらく雌もよく

緬てい離麹勧ウ＿ノレの舗恥シア鞠論（とい微砂ア鞠

論も罫プ倫と刷く露盤響総籬会政策ア舵一フ蓋鵬載さ縦か

於ある〉＿曙灘一観繍ないこと藷砂騨擁して幡こと巌
胤ておか羅妨加．そ縮観して難灘・こ礪獣つ㌢’て・今繍

わ濾し越した答え翻意して繍セ・」合灘マルクス揃からゼイデア

獄ム曇＿の転換鋤妨ず、舗年輪後難・さ簾磁儲露へ移行し

た当時のブノレガーフ離、一蘇そ縮縦しては酵簸磯去の融

轍旋＿．ウェーバーのげ輪からは・醇アにとってす係槻舳

雄潮、精翻講鍾で大いに学銚の細った艮ても縫方灘緬

ゼ舳賭r鰍犠ゆ概念晒㍗・ッパのに麗辮返熱るこ幼
榊獅融歴鰍即薩であった灘とい襯熱立った醗伽シアにつ
彫、ての必ずし蠣るくはないウェーバー膳獣は・臆することができ雄

つた鋤．も膿勧．あるいは敷、宗教納醜雛碓卿麟臆義と

と繍、そ凝駆艦泌あくまで緩翻緻治碓駒臨の擁硝
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定していたウェーバーが、稜欝身の選び取った致漆的懸嬉としての嶽幾主義の

運命をロシア革命の現実の展醗のなかに探ろうとした行き方とは、ブルガーコ

フの歩み鐵した方向は大きく離れていたことを示すものであるのかも知れない。

いずれにせよ、ウェーバーとブルガーコフ、そしてウェーバーと磁繧まグル

ープの思想との交錯の開題麟嘗シア懇懇隻硬究の一つの課題として残されてい

ることは確かである。（未完／

注

繊　霞牢真購『ロシア経済思想史の癖究選ミネルヴァ書携、19§7年、饑えば欝3，

　2騒一255ページ参窯。

121c混§y灘総，梅朧齷齪揮3㈱醜驚d亙一叢，c欝，玉鰯．o繊ε，o脚継

　推σ齪難解雛諮醗魏魏εεπ礁翼醗磁，Bも甑i．鑑，董9欝，2・e総長玉傷8．後考はブル

　ガー蕊フ都モスクワ商業高等専羅学校で行なった講義を基にしたものである．

麟　ウェーバーはPシア論第一論文の中で、反専融の「キ琴スト教歓会主義遷のグ

　ループとしてこの纏織に柱舞している。麟掲熟談至、2鱒一2捻ページ、原注（働

　参窯。

瞬　ブルガーコフは露会内では無党灘の罫キジスト教歓会主義ま会濠に属した漢、

　農業周題、教会立法に絶する委員会ではカデットと歩調をそろえる活動を行なった．

（5｝C蕊B躍a鵬，Fe灘3鯉轟螂蹴灘eCT鍵，β餓，ε伽綴躍醗戯σ鯉。潔確

　謝醜ε麗麗ε麟灘，銭．欝欝．サプントが幾種類も趨ているが、本稿では、第二版

　（欝欝〉からの《暮紹醗瞬e翻》鮭の夢プリント蔽（捻鱒年／を使駕した。雑談は長縄

　光男、舞子柴道夫監談蓼道標書現代企醸鮭、珍92年、35一鱒ページ。

　　なお、その後のブルガーコフについて一書盤け超えておけば、第一次量暴大戦

　中には泣シアの盤罫史的綾命を説くスラヴ主義鬱念を賞瘍し、欝舞のボ夢シェヴ

　ィキ革命は、これをβシアの菱慈麟まと捉えた．また『道標露を纒承した欝欝奪

の譲葉錬き灘よ縫には、r神々の饗宴にてまと題する長文の詮稿を寄せている．

　（長縄光男、御子柴道夫監訳ゼ深き灘よ％理幾生籬桂、鰺鎗年、エ§ト難ぺ一

　ジ〉1鍵7年の革命類にはモスクワ大学の政治経済学の教授にも就任したが、i鍵8

年には貰シア正教会の韓祭とな鯵、墾職者の遂を歩んだ。毅嚢身オ鐸ヨール祭の

在俗欝祭の息子であって、青年時代に父に反航して政治経済学の道に進み、一度

　は合法マルクス孟義の洗礼を受けたわけである撚、ロシア正教会の懐に戻ったの
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は、撚とって覆父嫁ゆ噸鞭1凝る詑を離したのである・ig22年1講

麟追旋構、プラハ雄てそ鍛瀧饒パ終・シア亙獅神学アカデミ

鵡教授となって、数嫡神学、宗教哲学麟する難を残した・

鶴C．賢．5y飆飆，隔駅x醜鰯擁騨㈱3騒臥翻CTも・凝鮒欄症
8醐ε霧εδε毘む細遅編鮒，蕪．2謝．ウーバ捷ブル魁コフとの聴麟達と紡

騨鵬、こ備難翻した礫、ユ帰一ダヴィザフの確であるゆ
　轟われは披の論文に多くを負っている，　欝．銭　及総灘翻，B廉警　驕　By霞a総駐

〔X夢野£掌擁駐籔。裟a　c　脚y且　3　／，βθ脚卿‘蜘臨謎急な紅

こ備文曝本納容欝イツ讃海量1篤Paw戯Pla灘P・醸盛e蜘
R励磁露露賄勲、梅齢ε即撫賜ε芦蹴器騨鴛1甥s藤野

　ka無妻，姶95，Sほi6一慧敏に駿録されている。

鯵この難は、駆縛アで観鎌さ縦。C瓢恥欝a鵬盈ゆ磁
疏訟躍ε∂。8α麗麗ε。脚。伽卿磁鎌脚δε鰍。鶏臨欝瞬§97虫。灘董－

　鵬、以下本文では本書から翻するが、そ礪翻し慧耀しページ数だ

　けを示すことにする。

／81c．賛．恥灘K醗，壷噸賦傭難XG3敷留農，醜玉9i2メニκδ翼㌶鱒6・C醒齪灘麗蒐6

　δ鐸醒躍砿，醗、欝3，賢，c・233・27L

l§1ブルガ＿コフは、ここでト晒チ餅キ麩激会磯群論E・Tr戯曲蝕

SGz憾e臨虚ετc麺s齢e鍛K重τ齢，毒齢卿8・翻欝細鱗麟舞翻

　餓紛。鰍，xx礪蹴，登廉i，醗8遊彊叙’垂こ凱ている・

麟ブノレガ＿コフは、この少し献、簸e顧。睡畿。惣擁継継葬観曜甦

体系齢妙ア翻、蜘醐琶。　鱗褒。剛ε農　・£四脚G羅紛囎暮71

　磯糠観て譲を勘て、醜帷磯離の禁欲絶念と獄文化と磯
　連に深恥縫心を示していた。　C澱．5繁職齢敷C鉾雌蕊e総跳遜羅ε鍛擁齢鍵懸翻

猛y謹む竿蹄衰，遅8彦ゆαδ碍．9鱒．なお謂シア磯叙も東方溺ス豫礎

　離礁獣つい催フ　ドかストゥヂト甑鋤C騨掌／から諜た
　襯卿シア纐即融驚叢が果たし厭きな翻について・餅。ウ
　　駈チェフスキ一瞬紛硬講読から弓漏して歓蟻㎞羅。・ii灘6・
麟　ブルガーコフ「ヒロイズムと禁欲圭、邦談、67ページ。

麟蹴詣蕨現は縫標騰文鱒藁こ硯齢れる液だし後者で凝済分
　　野だけでなく文化一般に覇題摂拡大されている。邦訳、薦一46ページ。

鯵ブノレガ＿コフは、ウェーバーの論文と妬んで」ウェーバーの駿に大き聯
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　響を受けて書かれたまシュルツェーゲーヴェルニッツの著繹も同時に挙げている。

G．vo盤Sc雛董ze－G譲ver醸z，醗魏魏ヂノ魏魏磁波彿総鶴ゴE鷲9醜‘細魚2惚競ピ，

　聯名29魏雑記器2欝魏2鄭孟醗裁海飛鐙4ε総，Le鐙zl奮，聾総．なお、シュルツェーゲー

　ヴェルニッツの著書は、ビュー華タニズム揮もう一悪で．アングロサクソンの罫震族的

　エゴイズムまを盗み織した点を携覇的に捲嫡している駈に一つの特嶽ぶ見られる。この

論点を捲擁する文顯で、ブルガーコフはシュルツェーゲーヴェルニッツを弓捲あい

　に鎧している．次濫織も参黙。

麗　ウェーバー匿プ蒙テスタンティズムの論理と資本主義の精神藩、大塚久雄譲、岩

　破書鷹、欝88年、248－2磐ページ．

舗　同時にこ’こで、ブルガーコフはシュルツェーゲーヴェルニッツから弓漏して、ピ

　ュー野タニズムがイギ婆ス重商主義の精神的基盤を奪えると講時に、簸約甕書

　ヨブ誕を聾んだことに髭られるように、「ユダヤ的メシアニズム翼こ骸た、アンダ

　ロサクソンを選ばれた浸とする曄かましい費族的エゴイズムの特織達をもった

　ことを捲締している。C．難聴灘総醤，翫β3．‘猟，c．惣§．しかし、ブルガー2フは、琴

　シアニズム達をすべて否定するわけではない。蔑族的選念は多かれ少なかれ薪宗教的

　凱文化的メシアニズム誰の影を取るものだぶ、これを薩罫的な課題墨と結びつけ

　て、儲疑族の友録の遅念まを穫極的に根麺づけることもあ鯵うるからである．ブ

　ルガーコフにとっては、ゼわが蔑族の偉大な表現着たちi、ドストエフスキーや初鶏

　のスラヴ霊義、そしてソ臓ヴィヨーフの思想が、そうした新銭族的雛纏主義まに

　臨らなかった登シアのF宗教的黒文化的なメシアニズム」の懇懇的褒幾なのであ

　る．（擁訳、73一懸ページ）

麟　この認識は『道標書論文で示される。繭掲邦談、55ページ．

翻　饒えば、欧の叙逮を参熊．郭謙遜（C灘夢e鯉1ということに薄するごく一般的な

　誤解の一つは次の点にある．すなわち、利己窪義やわがままや轡己神路化との麗

　いという内面的で騒に見えるざる偉業であるキ蓼スト教の謙遜が、決まって外蔀

　に薄する受動性、悪との穣解、無為やときにはへつらいとして、あるいはまた外

　懇的な意殊での無為として解毅されるということである。その上、キ夢スト教の

　苦行（欝難燃継ぞ貿慧。／は、まったく重要なものであるとはいえ、多くの苦行形態

　の一つにすぎない修道叢完麟と混織され’ているという事精もある。しかし人格を内

　面的に築こうとする苦行鍾、みずからの簾舞彗に矛盾せ轟銀滲、あらゆる外麟な活

　勤と共存しうるのである。ま（都議、65－66ページ）ここでの部課の表麗筆苦行窪

　緬灘撚難壁℃聡倉／は、われわれの本文ではヂ禁欲まと訳している。

一2欝一



マックス・ウェーバーと旗シア（葺（小島定〉

㈱　罐勅諭的歓会主義もまた、啓蒙主義㊧最後砂熱しきった果実とみなすこと嚇で

　きる。圭（邦談、妬ページ〉

麟　ウェーバーにも、「ルネサンスの英錐崇拝から生まれた近代の無禅譲（鐙。δe難鍵

塊ia伽1辻い猿環槻ら泌．醗罵1鳳s・2護4一騰職業として鍛

　港都誤謬政治譲糞垂簸，6銘ページ・

騰　ウェーバー、部課睡シア革命譲珪、欝5ページ・

一2圭i一


